
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
研
究
史
に
関
す
る
一
考
察

62　（540）

柴

山

英

一

～
　
【
要
約
】
　
マ
キ
ァ
ヴ
ュ
リ
研
究
の
道
は
な
お
程
遠
く
、
今
日
依
然
と
し
て
一
種
の
パ
ズ
ル
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
と
く
に
最
近
約
二
十
年

間
に
お
よ
ぶ
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
の
真
下
な
研
究
1
そ
の
何
れ
も
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
研
究
上
の
大
間
題
で
あ
る
が
一
を
基
盤
と
し
て
、
今
後
漸
次
叢
か

な
綜
合
化
が
促
進
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。
近
来
た
と
え
ば
グ
ラ
ム
シ
の
如
く
、
マ
キ
ァ
ヴ
エ
リ
を
社
会
経
済
史
の
視
点
か
ら
捉

え
よ
う
と
す
る
薪
た
な
傾
向
が
見
ら
れ
、
今
や
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
研
究
は
あ
る
意
味
で
一
転
機
を
画
す
る
も
の
と
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
他
方
で
は
思
想
、

文
化
、
哲
学
、
史
学
史
、
文
学
、
言
語
学
、
倫
理
学
な
ど
の
視
角
か
ら
の
検
討
な
り
再
考
察
が
活
発
に
進
め
ら
れ
て
い
る
現
状
で
、
恰
も
ル
ネ
サ
ン
ス
概
念
論

争
な
ら
ぬ
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
研
究
に
関
す
る
一
種
根
掘
り
論
者
の
百
花
瞭
乱
た
る
登
場
と
も
い
う
べ
き
観
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
学
界
の
現

時
点
に
立
っ
て
、
前
記
の
如
く
過
虫
二
十
数
年
闘
の
数
々
の
マ
キ
ァ
ヴ
エ
リ
研
究
の
動
向
を
、
と
く
に
そ
の
政
治
思
想
の
路
線
に
照
明
を
あ
て
て
、
私
な
り

に
且
つ
で
き
る
限
り
批
判
的
に
取
り
上
げ
、
各
研
究
者
の
見
解
を
比
較
論
述
し
つ
つ
、
併
せ
て
微
力
な
が
ら
若
干
将
来
へ
の
展
望
を
も
試
み
て
み
た
い
。
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周
知
の
如
く
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
パ
ズ
ル
は
今
B
ま
で
約
四
世
紀
に
も

　
　
　
ま
え
が
き
（
マ
キ
岬
，
ヴ
皿
リ
研
究
現
況
の
概
要
）

　
本
稿
は
シ
カ
ゴ
大
学
の
マ
キ
一
，
ヴ
ェ
リ
研
究
家
ユ
リ
ッ
ク
・
コ
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ク
レ
ー
ン
騨
8
0
0
。
ξ
欝
①
の
論
文
冒
舘
窪
磐
Φ
罠
を
指
針
に
、

若
予
の
私
見
を
加
え
つ
つ
論
述
し
て
み
た
い
。

　
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
謎
は
か
つ
て
ク
ロ
ー
チ
ェ
　
9
0
0
㊦
が
恐
ら
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

解
決
し
な
い
で
あ
ろ
う
と
評
し
て
い
る
が
、
同
調
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

わ
た
っ
て
解
き
ほ
ぐ
そ
う
と
検
討
さ
れ
て
お
り
、
爾
来
各
研
究
者
達

は
霞
分
達
こ
そ
先
玉
と
は
異
っ
た
新
し
い
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
発
見
し

た
と
自
負
し
て
来
た
。
然
し
こ
の
難
問
に
対
し
て
、
過
去
約
二
十
年

ほ
ど
文
献
の
洪
水
を
ひ
き
起
し
た
こ
と
は
か
っ
て
な
か
っ
た
と
称
し

て
よ
い
。
た
と
え
ば
哲
学
者
、
倫
理
道
徳
学
者
、
歴
史
家
、
政
治
科

学
者
、
文
学
批
評
家
、
言
語
学
者
な
ど
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
諸
論
評
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は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
多
角
的
な
能
力
な
り
天
才
ぶ
り
を
示
す
も
の

で
あ
る
が
，
デ
・
マ
ッ
テ
イ
男
○
α
○
ぼ
。
α
o
諸
ρ
雰
9
も
力
説
す
る

よ
う
陶
と
り
わ
け
マ
キ
・
ヴ
・
り
は
今
も
な
お
依
然
と
し
て
、
政
治

思
想
の
分
野
に
お
け
る
我
々
の
関
心
の
｝
大
対
象
と
言
っ
て
よ
い
。

　
稿
も
実
は
過
去
二
十
余
年
問
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
に
関
す
る
豊
富
な

文
献
資
料
の
氾
濫
は
正
に
嬉
し
い
悲
鳴
と
も
い
ゲ
べ
く
、
た
と
え
ば

一
研
究
者
の
み
で
、
こ
の
よ
う
な
魑
し
い
資
料
を
マ
ス
タ
ー
す
る
こ

と
は
殆
ん
ど
不
可
能
で
あ
り
、
時
と
し
て
は
若
干
の
研
究
者
達
が
誤

謬
を
犯
す
恐
れ
が
あ
り
、
事
実
ま
た
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

た
と
え
ば
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
思
想
を
も
っ
ぱ
ら
、
彼
の
家
系
な
り
歴

史
的
三
会
的
地
位
の
所
産
で
あ
る
と
し
た
り
、
あ
る
い
は
ま
た
彼
の

政
治
家
と
し
て
の
経
験
や
当
代
に
関
す
る
概
論
を
試
み
る
の
に
、
貴

重
な
資
料
で
あ
る
グ
ィ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
卸
量
竃
霧
8
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巳
。
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碧
－

畠
巳
の
「
リ
コ
ル
デ
ィ
鼠
蜀
け
o
H
蝕
唱
9
三
ゆ
9
＜
出
一
な
ど
の
回

想
録
よ
り
は
、
む
し
ろ
「
当
主
論
」
三
相
ぢ
9
℃
①
を
重
視
す
る
こ

と
を
黙
認
し
て
含
に
至
・
て
い
薫
染
も
も
・
危
気
な
こ
と
は
・

従
前
や
や
も
す
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
流
に
あ
る
い
は
ド
イ
ツ
や
フ
ラ
ン
ス

的
に
着
色
潤
色
さ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
の
み
解
釈
さ
れ
る

傾
向
が
な
い
で
も
な
か
っ
た
が
、
こ
め
よ
う
な
場
合
に
も
最
近
二
十

年
聞
の
豊
富
な
資
料
が
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
研
究
の
難
点
を
と
き
ほ
ぐ
す

の
に
、
幾
分
で
も
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
勿
論
過
去
約
二
十
年
間
の
成
果
は
マ
キ
一
，
ヴ
エ
リ
の
諸
著
作
の
新

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

刊
や
翻
訳
類
の
刊
行
で
あ
る
と
か
、
今
臼
衷
で
知
ら
れ
な
か
っ
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

あ
る
い
は
無
視
さ
れ
た
一
、
二
の
資
料
の
発
見
に
よ
っ
て
、
よ
り
拡

大
さ
れ
た
に
相
違
な
い
が
、
而
も
一
方
マ
キ
岬
・
ヴ
ェ
リ
の
研
究
は
今

も
な
お
依
然
と
し
て
前
代
の
文
献
著
作
に
多
大
の
恩
恵
を
蒙
っ
て
お

り
、
と
く
に
一
九
世
紀
後
期
の
二
大
著
作
家
に
依
存
し
て
い
る
と
言

わ
ざ
る
を
得
な
い
。
即
ち
ヴ
ィ
ラ
ー
リ
℃
器
ρ
舞
δ
＜
巳
欝
ユ
の
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
リ
伝
と
、
幾
分
ま
と
ま
り
が
な
い
と
い
う
難
点
は
あ
ろ
う

が
、
ト
マ
ッ
シ
ー
二
〇
話
。
・
冨
6
0
筥
諺
㊤
甑
昌
の
豊
富
な
学
識
が
そ

れ
で
あ
る
。
な
お
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
研
究
は
今
黛
も
依
然
と
し
て
ク
ロ

ー
チ
ェ
や
マ
イ
ネ
ヅ
ケ
を
始
め
、
　
シ
ャ
ポ
ー
男
①
q
①
ほ
o
o
O
冨
げ
Q
α

お
よ
び
エ
ル
コ
！
レ
　
扇
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○
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こ
れ
等
の
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の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

著
作
の
多
く
は
近
年
再
版
さ
れ
、
英
訳
本
も
あ
る
が
一
i
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
び

学
者
達
に
よ
っ
て
、
一
九
二
〇
年
代
に
提
起
さ
れ
た
新
た
な
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
リ
研
究
の
問
題
点
を
契
機
と
し
て
、
真
攣
な
究
明
が
続
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
⑧

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
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ρ
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瓢
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文
U
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。
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。
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。
山
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貯
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冨
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な
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最
近
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諸
テ
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マ
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る
簡
明
な
論
述
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し
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、
U
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。
罠
。
o
が
あ
り
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一
九
四

　
　
〇
年
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
旙
大
な
著
作
の
要
約
は
、
　
犀
㊤
認
。
斜
婦
く
濃
押
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ど

　
　
℃
℃
」
一
戦
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文
勺
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無
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穀
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お
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ω
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ま
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潟
梱
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℃
］
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ρ
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録
騨
く
⑳
＝
一
ρ
ロ
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凌
Φ
騨
蝕
Q
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ω
餌
昌
o
o

　
　
＃
巴
ざ
お
露
の
巻
末
に
は
、
　
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
関
係
の
英
訳
ビ
ブ
リ
ナ
グ
ラ
ィ
フ

　
　
一
が
付
い
て
い
て
便
利
で
あ
る
。
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所
載
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プ
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勺
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¢
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O
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ε
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切
雛
山
α
o
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○
①
σ
Q
o
瓢
毛
曽
訴
は
、
オ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
H

　
　
誕
．
≦
冒
諄
⇔
o
置
が
最
近
の
ド
イ
ツ
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
学
界
を
無
視
し
て
い
る
こ

　
　
と
に
舛
す
る
反
論
で
あ
る
。
さ
ら
に
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
は
か
っ
て
認
p
。
o
回
午

　
　
ρ
＜
2
芦
回
リ
ミ
．
℃
℃
．
訟
－
b
o
で
、
ク
ロ
ー
チ
ェ
派
の
哲
学
を
誇
張
さ
れ
た
特
殊
な

　
　
用
語
に
満
ち
た
所
論
で
あ
る
と
極
め
つ
け
、
ま
た
イ
タ
リ
ア
人
の
㌣
キ
ァ
ヴ
ェ
リ

　
　
論
評
の
多
く
は
、
傍
聴
窪
目
蟻
て
の
演
繊
で
あ
る
と
非
難
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

　
　
し
て
デ
・
カ
プ
ラ
リ
ィ
ー
ス
く
隷
8
鉱
。
り
o
O
勲
℃
搬
器
魏
ω
は
、
男
ぞ
肪
3
。
噂
8
ユ
o
p

　
　
一
興
凱
題
P
い
無
言
逡
G
。
も
や
ト
。
。
。
二
二
で
、
ホ
イ
ッ
ト
．
フ
ィ
ー
ル
ド
は
す
で
に
久

　
　
し
い
以
前
に
ア
ル
プ
ス
の
南
（
イ
タ
リ
ア
）
で
は
解
決
ず
み
の
論
争
の
風
車
に
、

　
　
自
身
を
ま
き
こ
ん
で
し
ま
っ
た
よ
う
な
も
の
と
反
論
す
る
が
、
如
何
な
も
の
で
あ

　
　
ろ
う
か
。
そ
の
飽
ウ
ァ
ー
カ
ー
い
・
｝
曾
乏
些
§
は
一
九
五
〇
年
に
綿
密
な
注

　
　
釈
付
き
で
、
　
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
「
ロ
ー
マ
史
論
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ゆ
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同
等
を
翻
訳
し
た
が
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こ
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モ
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い
罎
目
く
噛
お
鴛
℃
℃
や
窃
O
占
で
注
目
し
た
程
、
印
象
深
い
も
の
で
、
こ
の
点
さ

　
　
ら
に
サ
ッ
ソ
O
尋
ω
器
ω
o
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問
誌
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メ
麟
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フ
獄
…
ラ
男
爵
ざ
類
の
新
全
量
の
う
ち
、
二
巻
は
既
刊
、
鋳
三
巻
も
刊
行
準
備

　
中
で
、
全
巻
出
版
の
暁
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
大
小
諸
作
品
の
漂
準
販
．
と
し
て
、
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九
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ρ
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℃
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凱
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屑
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ま
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交
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い
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代
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一
九
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一
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以
前
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既
刊
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あ
る
。
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刊
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び
蜜
罠
。
切
窪
智
学
海
○
需
唖
ρ
お
翼
同
様
に
サ
ソ
ソ
ニ
。
つ
鈴
亭

　
ω
o
蝕
は
一
九
四
強
盛
に
ル
ッ
ソ
炉
緊
億
ω
ω
o
に
よ
る
詳
継
な
脚
注
の
付
い
た
門
霜

　
三
論
」
　
の
再
版
に
努
力
し
た
。
　
外
交
文
弱
関
係
の
刊
本
に
は
パ
ラ
ソ
ク
i
凋
．

　
し
づ
硝
薬
切
O
O
自
に
よ
る
二
巻
か
ら
成
る
フ
ラ
ン
ス
駅
一
の
　
8
0
嘗
挫
O
ω
　
同
O
ω
δ
簿
目
O
。
目
、

　
｝
尻
切
が
あ
る
。
英
訳
本
で
は
依
然
と
し
て
、
デ
ッ
ト
モ
ル
ド
ρ
団
・
d
①
口
β
O
冠

　
の
頃
富
8
ユ
。
巴
”
娼
。
出
訟
。
巴
讐
貧
農
巳
覧
。
ヨ
9
ぼ
。
棄
「
需
一
路
σ
Q
。
・
唱
お
鎗
を
参
昭
…
す

　
る
必
要
が
あ
る
。
な
お
「
鷺
生
論
」
は
現
に
ブ
ル
○
“
切
巳
一
に
よ
り
、
ま
た
文

　
学
的
諸
作
品
は
ハ
…
ル
｝
．
ヵ
．
麟
包
①
に
よ
っ
て
一
九
六
〇
年
に
詳
細
約
確
な
訳

　
著
が
調
て
お
り
、
岡
様
に
ギ
ル
パ
…
ト
〉
・
瓢
■
O
＝
ご
⑦
ぽ
の
ゴ
お
勺
讐
さ
⑦
曽
囮
乱

　
0
9
曾
づ
6
凱
適
適
⑩
蒔
。
籍
の
な
か
で
、
マ
キ
ァ
ヴ
諜
り
の
砦
干
の
小
作
口
証
を
読
む
こ

　
と
が
で
き
る
。
こ
の
外
ウ
ァ
ー
カ
ー
の
「
ロ
ー
マ
史
論
偏
が
あ
る
。

⑥
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
姿
を
示
す
彼
自
身
の
手
に
な
る
新
た
な
小
蹄
は
、
ギ
ル
パ
ー

　
ト
司
巴
財
○
・
が
〉
ヨ
①
ユ
雷
昌
三
ω
8
ユ
。
巴
H
①
♂
、
寄
二
、
．
区
U
＜
鍍
層
お
蛮
I
b
o
”
℃
℃
9

　
b
。
o
。
o
。
－
O
b
。
に
あ
る
注
釈
付
ぎ
の
　
嶺
簡
で
あ
り
、
さ
ら
に
重
要
な
の
は
、
オ
ル
シ

　
論
キ
O
．
○
『
。
ぴ
置
が
一
九
五
四
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
刊
行
し
た
マ
キ
ァ
ヴ
エ

（5t12）64



マキアヴェ粥統史に関する一考察（柴齢

　
り
の
父
ベ
ル
ナ
ル
ド
b
6
0
§
鴛
q
o
の
「
回
顧
録
」
い
誉
困
o
a
艮
o
o
H
象
で
、
そ

　
れ
は
一
四
九
八
年
以
前
の
、
今
日
ま
で
不
明
な
ま
ま
の
年
数
に
光
明
を
投
じ
た
も

　
の
で
あ
る
。
そ
の
他
ア
ソ
ド
レ
ア
ス
均
．
｝
邑
お
器
　
の
論
文
U
興
く
霧
鶏

　
鑑
㊤
9
醇
く
①
厳
、
。
。
（
類
貯
8
鉱
ω
o
冨
N
o
搾
ω
o
H
昌
一
欝
O
U
図
画
誕
く
碁
同
8
Q
。
讐
℃
や

　
ω
N
G
。
ゐ
Q
。
）
お
よ
び
、
諺
吋
。
ぼ
≦
o
。
。
8
ユ
o
o
騨
ρ
凱
騨
昌
ρ
O
メ
嵩
讐
ド
Φ
㎝
轡
娼
℃
’
蒔
ω
G
◎
一
O

　
に
ロ
ド
リ
コ
客
・
図
。
伽
。
雛
o
o
の
論
轟
又
が
あ
る
。

⑦
ヴ
ィ
ラ
ー
り
ゃ
く
臼
餌
凱
の
累
．
鍔
。
一
面
9
審
ヨ
箕
お
謡
は
周
知
の

　
如
く
、
翌
年
リ
ソ
ダ
ピ
冒
9
に
よ
っ
て
英
訳
さ
れ
た
。
ト
マ
ッ
シ
ー
ユ
の
い
9

　
ぐ
一
3
0
σ
競
賦
ω
窪
諜
鑑
象
翼
’
鑑
・
コ
⑦
ご
騨
ざ
δ
器
ぼ
臨
。
昏
①
o
o
一
ヨ
騨
。
摩
一
騨
ぐ
9
犀
，

　
。
。
罎
ρ
一
Q
。
c
。
ω
占
Φ
訟
お
よ
び
、
ク
獄
ー
チ
ェ
の
国
訟
。
㊤
Φ
唱
。
訟
鉱
。
斜
μ
Φ
濫
の
第

　
二
版
は
、
カ
ス
テ
ィ
リ
ォ
ー
ネ
ω
。
い
0
9
ω
鉱
σ
q
＝
O
コ
Φ
に
よ
っ
て
、
同
年
に
℃
O
甲

　
三
〇
ω
婁
傷
冨
。
養
嵐
と
い
う
書
名
で
英
訳
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
マ
イ
ネ
ッ
ケ
の
り
冨

　
H
α
8
α
霞
Q
Q
貯
翼
ω
鼠
ω
o
P
H
①
鱒
潟
は
鷺
勲
〇
三
餌
く
巴
出
。
降
ヨ
”
伴
げ
⑦
α
O
o
㌶
貯
o
o
臨

　
岳
富
O
昌
縣
、
O
夕
暮
§
畠
諄
ω
覧
9
8
ぎ
臼
O
α
①
彗
ぼ
簿
O
蔓
讐
お
ミ
と
し
て
、
英

　
文
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
シ
ヤ
ボ
ー
の
σ
巴
℃
凱
き
弓
・
騒
客
ン
P
と

　
同
じ
く
彼
の
「
君
童
論
」
に
関
す
る
序
論
な
ど
は
現
在
ム
ー
ア
σ
．
蜜
o
o
お
の
英

　
訳
本
蜜
・
斜
口
傷
夢
。
菊
。
瓢
鉱
。
・
ω
騨
昌
。
①
り
お
O
Q
。
の
な
か
に
あ
り
、
同
筆
著
に
は
ダ
ソ

　
ト
レ
ー
ヴ
》
．
℃
・
偏
．
国
昌
嘗
σ
ぐ
。
ω
躍
貸
与
の
席
一
文
が
あ
る
。

⑧
犀
系
O
。
。
貯
窪
ρ
。
や
。
霊
噛
や
＝
伊

宗
教
・
道
徳
観
お
よ
び
政
治
思
想
を
め
ぐ
っ
て

　
実
は
広
く
論
議
の
中
心
と
な
っ
た
テ
ー
マ
の
一
つ
は
今
日
も
依
然

と
し
て
、
す
で
に
一
九
二
五
年
に
ク
ロ
ー
チ
ェ
に
よ
っ
て
添
唆
さ
れ
、

一
九
四
九
年
に
も
再
び
彼
に
よ
っ
て
断
定
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
な

お
ま
た
若
虫
の
条
件
付
き
で
過
去
三
十
年
以
上
に
わ
た
っ
て
、
多
く

の
イ
タ
リ
ア
の
学
者
達
に
よ
っ
て
検
討
さ
れ
て
来
た
も
の
で
あ
る
。

ク
ロ
ー
チ
ェ
に
従
え
ば
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
思
想
の
な
か
で
急
な
お

明
ら
か
に
本
質
的
な
問
題
点
は
、
道
徳
的
善
悪
を
超
越
し
た
否
む
し

ろ
、
道
徳
律
の
下
位
に
あ
る
政
治
学
な
る
も
の
の
自
律
性
に
関
す
る

明
確
な
認
識
で
あ
り
、
・
政
治
と
は
そ
れ
に
対
し
て
叛
く
こ
と
は
無
益

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
自
身
の
諸
法
則
を
具
有
す
る
と
の
認
識
で
あ
る
と
い
、
う
の
は
、
一

応
正
し
い
見
解
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
る
ま
い
。
勿
論
マ
キ
ァ
ヴ
ェ

リ
は
必
し
も
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
の
妥
趨
性
を
全
面
的
に
否
定
し
た
わ

け
で
は
な
く
、
ま
た
政
治
的
必
要
か
ら
の
罪
悪
は
罪
が
軽
い
と
い
う

口
実
を
も
う
け
よ
う
と
し
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
彼
は
ブ

ル
ー
ニ
ピ
．
切
構
環
鉱
や
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ
　
い
．
じ
ご
．
跨
ぴ
興
鉱
が
、
歴

史
編
纂
や
美
術
の
な
か
で
な
し
と
げ
て
し
ま
っ
た
も
の
に
追
従
し
、

あ
る
い
は
ヴ
ィ
コ
○
●
＜
8
0
が
美
学
の
な
か
で
な
し
得
た
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

先
鞭
を
つ
け
た
の
で
あ
っ
て
、
彼
の
発
見
し
た
倫
理
道
徳
学
は
全
く

政
治
的
な
事
柄
を
拘
束
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ

リ
の
妾
代
政
治
の
実
際
に
関
す
る
客
観
的
な
描
写
は
、
嚇
し
も
犬
儒

主
義
や
超
然
た
る
こ
と
の
印
し
で
は
な
く
て
苦
悶
の
そ
れ
で
あ
っ
た
。

彼
の
訓
戒
や
敬
虚
な
死
は
、
キ
リ
ス
ト
教
僑
仰
を
拒
否
し
て
来
た
人
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で
は
な
く
、
依
然
と
し
て
む
し
ろ
神
学
上
の
ま
た
道
徳
上
の
教
訓
の

妥
当
性
を
認
め
た
証
左
で
も
あ
っ
た
。
而
も
「
君
主
論
」
の
格
言
は

結
局
入
間
性
に
対
す
る
恐
怖
と
ま
で
は
ゆ
か
な
い
に
し
て
も
、
彼
が

発
見
し
て
い
た
驚
嘆
の
印
し
で
あ
る
と
さ
え
言
え
よ
う
。
ま
た
マ
キ

ァ
ヴ
ェ
リ
に
と
っ
て
政
治
と
道
徳
と
は
朋
の
も
の
で
あ
り
、
道
徳
の

ル
ー
ル
は
個
人
に
適
用
さ
れ
る
私
的
な
も
の
で
、
政
治
と
道
徳
の
爾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

者
は
相
互
に
接
触
す
る
こ
と
な
し
に
併
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
而
…
も
実
は
多
く
の
マ
キ
ァ
ヴ
畿
り
研
究
家
達
は
ク
律
ー
チ
ヱ
の
主

題
を
支
持
し
た
に
か
か
わ
ら
ず
、
若
干
の
人
々
は
む
し
ろ
葬
難
し
て

お
り
、
従
っ
て
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
見
解
か
ら
す
れ
ば
、
マ
キ
ァ
ヴ
エ
リ

の
道
徳
観
な
り
僑
仰
に
関
す
る
古
く
か
ら
の
論
争
が
大
い
に
流
行
し

て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ブ
レ
ヅ
ォ
リ
ー
二
Q
．
℃
H
①
N
N
o
白
鞘

は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
異
教
徒
と
呼
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
一
そ
の

理
由
は
彼
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
が
歴
史
的
行
為
を
も
っ
ぱ
ら
鳥
獣
感
情
に

帰
し
た
こ
と
や
、
神
の
権
化
で
あ
る
キ
リ
ス
ト
を
無
視
し
た
故
に
。

ま
た
リ
ッ
タ
ー
○
●
甥
欝
汁
興
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
指
し
て
、
正
に

人
々
を
驚
嘆
さ
せ
る
人
物
と
称
す
る
。
と
い
う
の
は
キ
リ
ス
ト
教
徒

な
り
ゲ
ル
マ
ン
人
の
国
家
観
と
は
全
く
矛
盾
し
て
い
る
故
で
あ
る
と

し
、
ま
た
リ
ッ
タ
ー
は
自
由
と
か
人
問
力
に
関
す
る
折
に
ふ
れ
て
の

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
談
話
を
、
南
欧
人
の
気
質
の
爆
発
か
、
あ
る
い
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ま
た
ル
タ
ー
教
で
可
能
な
限
り
の
影
響
の
せ
い
に
帰
し
て
い
る
。

　
而
も
哲
学
誰
靭
や
神
牽
・
巻
達
、
わ
け
て
も
ア
リ
ス
ト
テ
レ
．
ス
派
や
ア

ク
ィ
ナ
ス
学
派
の
伝
統
を
継
ぐ
入
々
は
、
こ
の
問
題
で
む
し
ろ
歴
史

家
達
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
と
称
し
て
よ
い
。

た
と
え
ば
コ
ン
テ
勺
ゆ
O
O
馨
①
の
所
論
に
従
え
ば
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ

は
彼
自
身
も
ま
が
い
の
主
義
で
あ
る
と
霞
要
し
た
も
の
を
発
案
し
た

と
非
難
し
、
故
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
む
し
ろ
ロ
ッ
ク
や
ミ
ル
な
ど
の

よ
う
な
無
宗
教
慮
由
主
義
老
の
側
に
在
っ
て
、
キ
ケ
ロ
、
ア
ク
ィ
ナ

ス
、
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
、
　
マ
ソ
ツ
ォ
三
二
㌶
鉾
謬
N
o
鼠
、
カ
ヅ
タ
ネ

オ
O
ρ
露
き
Φ
○
な
ど
、
真
の
自
由
主
義
者
達
に
反
対
す
る
も
の
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
批
判
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ス
ツ
ラ
ウ
ス
炉
o
Q
¢
震
ω
の
は
マ
キ

ァ
ヴ
ェ
リ
が
悪
の
教
師
で
あ
っ
た
こ
と
、
ま
た
あ
ら
ゆ
る
國
の
政
治

的
生
活
を
腐
敗
さ
せ
た
人
物
で
あ
る
と
い
う
古
風
で
単
純
な
見
解
を

重
ね
て
主
張
し
て
来
た
。
さ
ら
に
マ
リ
タ
ン
い
窓
錠
貯
鉱
⇒
は
マ
キ

ァ
ヴ
エ
リ
を
指
し
て
道
徳
的
罪
悪
に
値
す
る
と
主
張
、
と
い
う
の
は

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
が
キ
リ
ス
ト
教
道
徳
の
諸
原
理
か
ら
逸
脱
し
た
の
は

完
全
に
意
識
的
で
あ
っ
た
と
し
、
ま
た
彼
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
評
し

て
、
こ
れ
ま
で
に
人
間
の
実
際
的
な
知
性
に
加
え
ら
れ
た
、
も
っ
と
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も
強
烈
な
殿
損
で
あ
る
と
宣
毒
す
る
。
な
お
マ
キ
ー
ノ
ヴ
ェ
リ
の
諸
作

品
は
、
ヘ
ン
リ
ー
満
満
に
教
会
お
よ
び
国
家
に
お
け
る
独
裁
政
治
の

開
始
を
教
え
た
し
、
同
王
は
ト
マ
ス
・
ク
P
ン
ウ
ェ
ル
円
｝
6
欝
器

○
容
讐
≦
①
篇
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
に
と
り
戻
さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
写

本
を
通
じ
て
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
知
っ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
マ
キ
一
，

ヴ
ェ
リ
の
譜
著
作
は
、
こ
れ
等
を
献
暴
さ
れ
た
人
物
の
子
孫
で
あ
る

メ
デ
ィ
チ
家
の
カ
テ
リ
ナ
に
対
し
て
数
干
の
プ
獄
テ
ス
タ
ン
ト
殺
害

を
数
え
、
ま
た
こ
れ
等
の
諸
著
作
は
後
世
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
実
行
し
た

事
柄
を
示
唆
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
意
味
で
恐
ら
く
何
入
も
マ
キ

ァ
ヴ
エ
リ
な
る
入
物
は
単
な
る
善
よ
り
は
む
し
ろ
、
何
か
反
響
を
お

よ
ぼ
す
の
が
常
で
あ
る
よ
う
な
事
柄
に
興
味
を
ひ
か
れ
た
と
思
わ
ざ

　
　
⑥

る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
マ
リ
タ
ン
に
従
え
ば
、
た
と
え
ば
オ
ク
ス

フ
ォ
ド
の
学
生
達
が
あ
の
よ
う
な
、
い
わ
ゆ
る
有
害
有
毒
と
称
せ
ら

れ
る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
著
作
一
こ
の
点
私
は
む
し
ろ
あ
る
意
味
で

有
益
且
つ
良
薬
は
口
に
に
が
し
の
例
に
比
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
す

ら
考
え
る
の
で
あ
る
が
一
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
、
精
神
的
に
致

命
的
な
損
害
を
蒙
ら
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
ウ
ア
ー
カ
i

司
磐
芝
節
貯
翁
の
該
博
慎
重
な
注
釈
一
た
と
え
ば
マ
キ
ァ
ヴ
エ
リ

の
諸
原
理
は
ど
こ
で
、
ま
た
な
ぜ
キ
リ
ス
ト
教
の
教
儀
と
矛
盾
す
る

か
と
い
う
こ
と
，
さ
ら
に
神
な
リ
キ
リ
ス
ト
教
会
は
た
と
え
そ
の
人

聞
が
徹
底
的
に
異
教
徒
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
如
何
な
る
人
閥
に
も

ま
し
て
、
よ
り
ょ
く
安
全
と
繁
栄
を
増
進
す
る
方
途
を
啓
示
し
得
る

と
の
確
信
を
学
生
達
に
与
え
る
の
で
あ
る
が
一
に
よ
る
と
こ
ろ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

大
で
あ
ろ
う
と
論
ず
る
。

　
一
方
か
つ
て
の
ト
ッ
フ
ァ
ニ
ン
9
8
0
磯
ρ
蝕
⇔
　
の
所
論
と
同
一

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
道
徳
家
で
ク
リ
ス
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ヤ
ソ
で
あ
る
と
弁
護
す
る
人
女
も
あ
る
。
ま
た
若
鷺
の
人
女
、
と
く

に
ボ
ル
ジ
ア
家
に
関
す
る
伝
記
作
者
達
は
マ
キ
ブ
ヴ
ェ
リ
の
賞
賛
す

る
英
雄
達
の
名
誉
を
圏
復
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
は
あ
え
て
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
リ
自
身
の
名
誉
を
挽
湿
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
た
と
え
ば

凡
仮
等
は
、
法
王
ア
レ
ク
サ
ソ
デ
ル
紙
質
が
本
来
き
わ
め
て
僑
　
岩
心

の
篤
い
人
物
で
あ
っ
た
と
か
、
ボ
爲
！
ニ
ャ
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ザ
レ

O
o
紹
お
の
公
正
で
高
評
の
あ
っ
た
支
配
を
マ
キ
一
，
ヴ
ェ
リ
が
讃
美

し
た
と
か
、
ま
た
両
人
物
何
れ
も
密
由
な
統
一
イ
タ
リ
ア
の
貴
い
夢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
実
現
す
る
た
め
に
戦
っ
た
と
力
説
す
る
。
さ
ら
に
一
層
強
調
し
て

い
る
の
は
、
た
と
え
ば
マ
ラ
ゴ
ー
リ
ど
●
寓
ρ
冨
σ
◎
o
賦
で
、
彼
は
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
リ
こ
そ
市
民
生
活
と
宗
教
的
道
徳
的
人
格
と
の
統
一
を
洞

察
し
た
人
物
で
あ
る
と
す
る
。
と
い
う
の
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
国
家
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を
栓
会
か
ら
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
り
、
市
民
生
活

と
宗
教
か
ら
分
離
で
き
な
い
も
の
が
国
家
で
あ
る
と
論
ず
る
故
で
あ

　
　
　
　
　
⑯

る
と
主
張
す
る
。
ま
た
ビ
ッ
ツ
ィ
ア
リ
イ
同
・
し
d
貯
N
鍵
泣
は
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
リ
の
不
道
徳
を
若
干
の
悪
意
あ
る
外
国
人
、
た
と
え
ば
イ
ギ
リ

ス
人
ポ
ー
ル
℃
○
げ
や
イ
タ
リ
ア
の
教
会
と
は
無
関
係
の
ジ
ェ
ス
イ

ッ
ト
教
徒
、
あ
る
い
は
恰
も
自
由
恋
愛
か
ら
結
婚
へ
と
導
い
た
の
と

嗣
じ
方
法
で
宗
旨
が
え
を
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
達
、
さ
ら
に
ア
ル

プ
ス
以
北
の
若
干
の
学
老
達
に
よ
っ
て
作
為
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と

称
し
、
而
も
ま
た
宗
教
裁
判
所
で
す
ら
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
諸
著
作
中

に
は
、
著
者
の
劇
論
以
外
に
は
異
議
を
さ
し
は
さ
む
何
も
の
を
も
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

出
さ
な
か
っ
た
と
論
ず
る
。
　
な
お
ク
ア
ド
リ
ρ
ρ
舞
瓢
ユ
は
マ
キ

ァ
ヴ
ェ
リ
が
当
時
の
道
徳
的
危
機
一
そ
れ
は
も
は
や
神
学
者
や
牧

師
達
も
如
何
と
も
で
き
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
一
に
打
ち
勝
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
⑫

熱
望
に
よ
っ
て
、
大
い
に
動
機
づ
け
ら
れ
た
と
す
る
が
、
わ
け
て
も

ワ
ル
ダ
ー
≦
ρ
缶
①
同
、
ウ
ェ
ル
ネ
ル
♂
＜
①
村
瓢
①
吋
、
ム
ラ
ル
ト
試
離
同
茅
部

な
ど
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
教
訓
の
な
か
の
、
よ
り
高
い
倫
理
的
ゴ

ー
ル
を
探
究
し
た
。
た
と
え
ば
こ
の
世
の
幸
福
を
享
受
す
る
た
め
カ

ト
リ
ッ
ク
教
の
刷
新
と
か
、
あ
る
い
は
あ
の
不
幸
な
時
代
に
彼
は
権

力
に
対
す
る
激
し
い
決
意
に
燃
え
て
、
す
で
に
紀
元
前
三
世
紀
の
ロ

ー
マ
や
一
六
世
紀
初
頭
の
ス
イ
ス
で
実
現
さ
れ
た
よ
う
な
共
和
国
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
水
路
を
開
い
た
も
の
と
し
た
。

　
而
も
こ
の
よ
う
な
諸
論
議
は
、
い
わ
ば
一
種
制
限
さ
れ
た
条
件
付

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

き
の
賞
賛
を
得
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
以
上
の
人
々
の
若
干
は
ク
ロ

ー
チ
ェ
派
の
見
解
を
記
し
た
諸
著
作
に
は
注
目
せ
ず
、
従
っ
て
ま
た

彼
等
は
少
く
と
も
マ
キ
ァ
ヴ
甲
一
り
の
思
想
の
も
っ
と
も
重
要
な
局
面

の
一
つ
で
あ
る
政
治
の
自
律
性
と
い
う
課
題
に
つ
い
て
の
、
一
般
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

な
容
認
を
妨
害
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　
①
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
津
8
僧
Φ
智
藻
8
P
お
鼻
伊
℃
．
・
。
課
に
は
、
シ
ヤ
ボ
ー
男

　
　
O
げ
欝
げ
O
山
の
竃
ρ
o
鷺
ρ
ぐ
①
窪
撃
畠
普
。
犀
。
コ
即
置
ω
器
o
ρ
お
霧
噌
℃
．
峯
Φ
に
あ

　
　
る
「
君
主
論
」
の
現
実
性
に
賛
成
し
て
、
こ
れ
を
3
1
胴
し
て
い
る
。
エ
ル
コ
…
レ

　
　
の
主
張
も
同
様
で
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
む
し
ろ
道
徳
酌
判
断
を
意
志
に
加
う
る
に

　
　
行
為
に
堅
き
か
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
古
い
道
徳
を
撤
廃
す
る
よ
り
は
よ
り
新
た
な

　
　
も
の
を
翻
許
し
た
云
々
と
。
な
お
ク
ロ
ー
チ
ェ
の
主
張
の
再
開
始
の
重
要
さ
に
つ

　
　
い
て
は
シ
ャ
ポ
ー
の
論
文
o
Q
o
嵩
什
謡
ぎ
9
δ
お
象
切
「
O
巨
o
o
ρ
H
O
㎝
ρ
℃
℃
■
嵩
？

　
　
鱒
O
“
参
照
。
ま
た
政
治
哲
学
の
探
究
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、
諸
テ
キ
ス
ト
を
再

　
　
整
す
る
た
め
の
労
作
に
は
、
パ
ッ
サ
｝
雨
霧
四
の
屠
．
レ
三
月
8
瓢
9
山
包
揮

　
　
唱
。
類
菖
0
2
日
り
㎝
G
。
が
あ
り
、
同
著
に
つ
い
て
は
．
O
o
昌
く
そ
助
田
戸
×
区
く
嵩
が
日
O
①
ρ

　
　
噂
℃
．
お
①
－
Q
◎
に
ド
ー
ロ
○
・
U
o
圏
。
の
論
評
が
あ
る
。

　
②
　
こ
の
テ
ー
マ
は
ル
ネ
サ
ン
ス
に
関
す
る
｛
般
的
概
念
な
り
解
獄
の
一
部
と
し

　
　
て
、
シ
ャ
ポ
ー
に
よ
っ
て
ρ
q
①
ω
鉱
。
巴
巳
簿
。
同
β
ヨ
。
縣
。
屡
回
P
お
蒔
。
。
や
例
の

　
　
竃
．
岩
鳥
夢
。
切
曾
鉱
。
。
舞
ま
。
噛
お
揺
噌
唱
》
一
お
I
N
O
O
で
十
分
に
解
説
さ
れ
て

　
　
い
る
。
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マキァヴェリ研究史に関する一一考察（柴出）

③
目
ぽ
嗣
。
舞
岳
｝
。
偏
愛
。
g
讐
盗
。
・
8
蔓
曽
く
。
ド
×
メ
図
囲
H
囲
℃
属
。
b
聰
搭
①
押

　
℃
や
日
嶺
ム
に
あ
る
コ
ッ
ク
レ
ー
ン
銅
奢
’
O
o
o
げ
罎
膨
。
の
論
文
窯
僧
。
げ
猷
く
巴
凱

　
参
照
。

④
プ
レ
ヅ
ォ
リ
ー
二
〇
，
℃
冨
簑
亀
蝕
の
罵
9
欝
暮
剛
9
馨
ρ
お
㎝
介
も
や
ω
H
．

　
¢
m
ム
梱
同
著
者
に
は
外
に
冨
マ
げ
び
①
閃
ざ
門
2
野
芝
P
け
欝
菊
■
口
。
㊦
伽
。
斜
日
㊤
b
o
Q
。
が

　
あ
る
が
、
毛
ぼ
里
言
倉
ω
Φ
o
o
コ
仙
。
一
勺
搾
費
目
o
o
馨
凶
ω
盆
舞
お
竃
、
唱
℃
・
b
。
霧
1

　
も
。
H
O
に
あ
る
曝
。
ぴ
審
ヨ
一
畠
鉱
㌶
唱
①
α
品
。
σ
Q
凶
ρ
は
彼
の
鋭
い
論
訴
で
あ
る
こ
と

　
は
、
バ
ロ
ソ
ロ
．
切
霧
8
も
認
め
て
い
る
。
さ
ら
に
バ
タ
…
フ
ィ
ー
ル
ド
湿
・

　
出
自
黒
雲
ゆ
⑦
置
の
↓
σ
㊦
馨
纂
o
o
茜
津
。
｛
冨
こ
や
リ
ッ
タ
ー
○
■
国
界
畠
H
の

　
諸
p
o
げ
欝
貯
ρ
峠
篇
昌
α
d
ざ
豆
O
”
＜
O
日
。
ワ
霞
O
犀
自
ヨ
巳
㊦
O
似
導
。
巳
①
鳥
⑦
触
蜜
ρ
9
巻

　
胃
需
竃
・
鐸
昌
島
上
。
巨
。
。
旧
H
恕
O
が
あ
る
が
、
リ
ッ
タ
ー
の
方
は
～
九
四
八
年
に

　
り
δ
O
警
護
。
註
Φ
急
興
蜜
餌
。
匿
と
改
名
さ
れ
、
そ
の
英
訳
本
で
あ
る
ピ
ッ
ク
男

　
毒
．
℃
8
昇
の
　
塞
げ
Φ
o
o
肖
霞
娼
驚
¢
α
q
貯
ゆ
鶉
。
語
。
①
o
h
℃
o
乏
。
お
お
O
b
5
に
は
グ
ー

　
チ
O
辱
℃
・
O
o
o
o
げ
の
序
文
も
付
い
て
い
る
。

⑤
コ
ン
テ
や
O
。
暮
③
の
い
”
。
霞
。
お
δ
σ
q
δ
α
9
鋒
。
一
8
昌
魯
影
象
獣

　
ヨ
㊦
畜
類
無
9
島
巴
ぴ
喝
。
雛
賦
。
斜
H
¢
α
ρ
な
お
最
近
の
ド
イ
ツ
学
界
の
主
要
な
テ
ー

　
ぜ
に
注
議
し
て
、
｝
岩
霞
く
緊
巳
9
謎
＄
O
窯
9
同
け
ρ
区
劃
お
α
Q
。
層
℃
や
Q
。
嵐
ム
窃

　
の
論
文
闘
幽
a
彗
星
ρ
旨
O
ω
障
貯
切
。
月
色
冒
翼
．
鍔
』
弓
。
顕
鉱
醤
。
冷
々
o
H
鳥
8
H
o
α
q
♂

　
は
、
㌣
ル
ク
ス
と
異
っ
て
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
組
織
的
な
プ
ラ
ン

　
な
し
に
、
世
界
を
変
革
し
よ
う
と
試
み
た
依
々
と
指
摘
す
る
。

⑥
o
。
欝
欝
昌
ρ
ε
．
鼻
‘
籍
．
二
①
肉

⑦
ス
ッ
ラ
ウ
ス
劉
津
冨
ロ
ω
ω
の
目
ぴ
。
轟
鐸
8
．
罵
．
・
這
窃
。
。
日
電
・
り
占
ρ
ド
謡

　
に
も
問
様
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
〉
ヨ
曾
8
昌
℃
o
一
一
艶
。
巴
ω
9
⑦
昌
8
奉
ぐ
一
。
牽

　
ピ
H
層
戸
¢
切
8
0
｝
影
℃
’
b
Ω
嘲
℃
℃
．
お
一
心
O
に
も
見
え
て
い
る
。
ス
ツ
ラ
ウ
ス
に
つ
い
て

　
は
諺
日
O
臥
。
斜
昌
臣
簿
。
凱
。
巴
同
㊦
ぐ
δ
謹
匂
U
誕
同
く
”
H
㊤
㎝
Q
Q
I
り
．
娼
や
り
窃
劇
l
q
や
鴫
巴
⑦

　
器
証
Φ
多
望
い
く
顕
お
冨
q
ρ
娼
℃
．
心
①
？
O
に
あ
る
モ
ッ
セ
O
．
鑑
。
ω
ω
㊦
お
よ
び

　
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
の
論
評
参
照
。
ま
た
ジ
ャ
ッ
ク
．
マ
リ
タ
ソ
は

　
ρ
信
斜
α
o
憎
巳
蝕
男
O
ヨ
2
押
搭
恥
メ
勺
勺
．
H
O
l
Q
◎
ど
日
乾
華
甲
に
ピ
ρ
．
ゆ
ロ
。
山
〇
一

　
駕
8
賦
ρ
〈
①
毎
。
。
巳
。
と
い
う
イ
タ
リ
ア
語
の
論
文
を
発
表
し
て
い
る
。
醐
も
ウ
ー

　
ゴ
⇔
σ
q
o
ω
℃
三
8
は
そ
の
論
著
試
’
¢
O
巳
o
o
鱈
同
巳
鉱
’
お
S
の
な
か
で
、
む

　
し
ろ
論
議
を
逆
転
さ
せ
た
形
で
あ
る
。
躍
ち
翼
の
現
実
政
治
家
な
ら
ぬ
ジ
諜
ズ
イ

　
ッ
ト
達
こ
そ
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
実
際
の
栢
廷
丁
で
あ
り
、
追
従
者
で
あ
る
と
論

　
ず
る
。
な
お
、
グ
ー
チ
は
彼
の
ω
欝
巳
。
ω
貯
α
一
覧
。
導
9
0
唄
巴
同
α
警
馨
㊦
o
冨
津
”

　
H
詮
N
℃
や
G
。
雛
ム
Q
。
に
、
勺
9
一
鉱
＄
ρ
昌
α
導
。
養
冨
と
題
す
る
論
文
を
発
表
し

　
て
い
る
が
、
明
ら
か
に
戦
争
の
ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、
あ
ら
ゆ
る
恐

　
る
べ
き
慕
柄
に
対
す
る
一
大
十
字
軍
・
を
訴
え
て
い
る
。
な
お
ブ
レ
ッ
シ
ァ
の
僧
正

　
ト
レ
デ
ィ
チ
ρ
8
お
質
券
の
累
．
裟
こ
旨
9
羽
霞
。
象
唱
巳
潔
一
〇
僧
a
α
q
δ
〈
ρ
雷
暦

　
α
．
緊
鑑
P
H
鎗
の
は
は
る
か
に
穏
健
な
論
調
で
あ
り
、
同
論
文
は
シ
ェ
リ
ル
μ
竃
・

　
ω
o
び
窪
孟
。
に
よ
る
「
慰
主
論
」
に
関
す
る
、
や
や
好
戦
的
な
刊
行
に
応
え
た
も

　
の
で
、
彼
ト
レ
デ
ィ
チ
の
ω
㊤
σ
q
σ
q
一
隻
。
。
。
o
φ
9
①
像
ρ
詳
鼠
ω
o
臣
峠
け
抄
這
α
o
。
噛
℃
や

　
㌫
の
へ
O
に
再
版
さ
れ
て
い
る
。

⑧
ト
ッ
フ
ァ
ニ
ソ
ρ
8
。
識
婁
ヨ
の
い
ρ
ゆ
器
血
①
二
．
β
ヨ
書
⑦
ω
喜
。
」
露
O
と

　
試
■
⑦
嬬
畠
皇
諜
ω
導
ρ
お
鐸
は
、
　
シ
ヤ
ボ
ー
に
よ
れ
ば
受
け
容
れ
難
い
も
の
と

　
指
摘
さ
れ
た
し
、
ル
ッ
ソ
も
幣
器
ω
Φ
σ
q
話
。
轟
け
一
＄
匹
。
一
観
一
。
簿
貧
p
嘗
舅
潔
癖
ド
昌
P

　
擁
×
＜
同
押
H
¢
も
3
卜
3
論
文
緊
℃
㊦
昌
。
。
胃
癌
O
α
o
一
票
H
声
。
。
o
一
琶
2
訴
O
（
後
の
℃
門
〇
三
2
鼠

　
象
筥
簿
。
α
o
o
凱
鉱
o
ρ
H
緩
ρ
℃
や
竃
以
下
に
徹
底
酌
に
修
正
さ
れ
て
い
る
）

　
で
、
き
び
し
く
批
判
し
た
。
な
お
ア
ル
デ
リ
ジ
オ
男
人
当
㊦
巳
甑
。
の
鷺
」
U
．
五
運
。

　
餌
。
罵
O
。
厚
欝
伸
O
コ
。
｝
罫
虹
。
臣
①
o
鐸
㊦
σ
q
閏
ω
o
鉢
簿
抄
H
㊤
ω
O
を
、
ル
ッ
ソ
は
窯
伊
。
げ
㍗

　
騨
く
。
一
罫
一
石
P
や
邸
O
b
。
で
批
評
し
て
、
ジ
ェ
ズ
イ
ッ
ト
教
父
達
の
仲
間
に
容
易

　
に
含
ま
れ
得
る
カ
ト
リ
ッ
ク
的
マ
キ
帥
、
ヴ
ェ
リ
を
夢
想
す
る
も
の
と
指
摘
し
た
。

⑨
傑
作
O
．
蜀
墓
禽
ρ
○
⑦
ω
曾
㊦
切
。
お
一
餌
．
お
α
。
。
讐
唱
．
駆
。
。
画
に
ω
参
照
。
白
鼠

　
の
チ
ェ
ー
ザ
レ
弁
護
論
は
先
鋭
の
パ
ス
ト
ー
ル
勺
螢
簿
。
屑
や
ジ
ュ
セ
ッ
ペ
・
フ
ェ

　
ラ
ー
ラ
○
盗
癖
唱
℃
①
尉
霞
量
茜
の
抗
弁
よ
り
は
穏
か
で
、
ま
た
困
σ
q
因
毒
銭
o
U
①
嬬
、

　
○
雛
ρ
疑
ω
㊦
σ
q
器
伸
。
鳥
撃
切
。
お
一
斜
お
ω
Q
。
の
そ
れ
よ
り
は
よ
り
蕉
確
で
、
た
と
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え
ぱ
同
署
に
従
え
ば
、
チ
ェ
ー
ザ
レ
は
正
当
な
戦
い
に
．
よ
っ
て
ロ
マ
ー
ニ
ヤ
を
征

　
服
し
、
　
マ
ソ
フ
レ
ッ
デ
ィ
　
〉
■
駕
撃
ぐ
ω
象
i
こ
の
人
物
は
エ
ミ
リ
ア
の
郷
市

　
フ
ァ
エ
ソ
ツ
ァ
男
p
¢
μ
蕎
ρ
に
対
し
て
、
い
さ
さ
か
も
合
法
駒
な
要
求
を
し
た
こ
と

　
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
一
を
サ
ソ
タ
ン
ジ
ェ
ロ
城
に
お
い
て
、
礼
を
篤
く
し

　
て
賓
客
と
し
て
雛
標
し
た
と
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
点
O
島
欝
く
o
o
り
蓉
①
a
簿
ρ

　
6
。
ω
a
o
切
。
お
昼
“
智
ω
奉
く
諄
9
讐
冨
ω
奉
融
H
鼠
σ
q
に
9
L
自
。
き
坤
峠
。
琶
嵐
噌
一
〇
q
ρ

　
℃
や
魔
ω
ム
の
見
解
と
一
致
し
て
お
り
、
こ
の
サ
チ
ェ
ル
ド
ー
テ
の
著
は
チ
ェ
ー

　
ザ
レ
の
諸
布
蕾
文
や
三
酉
に
の
ぼ
る
解
説
を
付
し
て
、
ロ
マ
…
ニ
や
人
の
地
方
は

　
イ
タ
リ
ア
の
無
侮
な
る
地
域
よ
り
も
啓
齪
さ
れ
、
正
義
と
人
民
達
の
よ
り
大
き
な

　
満
足
の
元
に
支
配
ざ
れ
た
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

⑩
マ
ラ
ゴ
ー
リ
劉
譲
鉱
謎
。
露
の
鍔
。
餅
捲
く
薫
曽
α
£
『
貯
9
・
ω
。
ぎ
㊦
簿
P

　
お
声
電
．
お
凸
O
参
照
。
実
は
8
。
§
帥
と
か
9
ぐ
窪
帥
あ
る
い
は
舞
p
8

　
と
い
う
よ
う
な
単
語
が
、
　
一
六
世
紀
で
な
く
近
代
的
な
意
殊
で
理
解
さ
れ
て
い
る

　
わ
け
で
あ
る
。

⑪
矧
聾
N
N
㌶
三
レ
角
憂
纂
ぎ
帥
。
ピ
塁
。
籠
。
ρ
｝
逡
ρ
憲
「
器
二
二
9

⑫
Q
．
ρ
奉
脅
押
客
峯
⑦
智
8
富
陸
噌
養
δ
濤
唱
。
津
凶
8
9
ぎ
。
。
湧
。
幽
竃
鑓

　
ヨ
。
同
凱
や
H
O
ミ
”
℃
．
b
。
O
鱒
お
よ
び
8
℃
諜
。
δ
心
参
照
。
な
お
ア
ル
デ
リ
ジ
オ
と

　
ビ
ツ
ッ
ィ
ア
リ
イ
に
関
す
る
批
評
は
、
Ω
一
〇
三
巴
㊦
o
ほ
鉱
o
o
鳥
色
目
訪
同
。
ω
o
ゆ
ρ

　
諜
簿
毘
ρ
昌
2
メ
×
同
押
H
り
麟
嚇
℃
℃
・
ミ
？
Q
◎
μ
に
あ
る
。

⑬
　
の
9
a
ω
く
貯
N
Φ
風
臼
ω
8
鼠
ρ
σ
q
Φ
μ
二
巴
ρ
囲
碁
一
譲
野
℃
や
①
⑩
1
樽
◎
。
所
載
の

　
ワ
ル
ダ
ー
国
■
♂
く
骸
鳥
O
同
の
論
文
寓
’
昌
昌
自
象
く
帯
易
儀
賃
ω
O
げ
尋
O
凶
N
①
5

　
（
な
お
蜀
ぞ
罷
貯
ω
8
凱
0
2
。
津
巴
鑓
瓢
斜
U
×
H
く
吃
お
㎝
b
ひ
り
℃
・
偽
銀
の
カ
ソ
テ
イ

　
モ
ー
リ
の
一
兇
解
参
照
）
。
　
ま
た
≦
．
囚
器
σ
q
腔
く
O
ヨ
O
ド
⊆
げ
の
切
竃
p
島
鼠
9
〈
o
同
鵠
ω

　
（
譲
印
。
8
蔚
。
冨
諸
。
＆
碑
江
。
嵩
⑦
戸
H
弘
り
寅
電
噛
。
。
り
点
々
）
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ

　
夢
の
僑
仰
と
学
識
と
を
区
別
し
て
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
関
心
は
む
し
ろ
後
鳶
に
あ

　
つ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
な
お
ム
ラ
ル
ト
い
■
く
。
昌
瓢
溜
欝
犀
の
鑑
p
o
窪
貯

　
く
。
讐
紛
o
Q
下
命
。
。
σ
Q
a
磐
犀
ρ
お
心
窃
参
照
。

⑭
団
轟
房
げ
げ
§
。
ユ
8
ご
Φ
三
。
ヌ
び
メ
H
図
藁
潔
メ
電
噂
①
？
⑩

　
ヴ
お
よ
び
ル
ノ
ー
ヂ
》
鎧
σ
q
蛋
ω
鉱
謬
ヵ
2
努
q
自
Φ
什
の
贋
論
参
照
。

⑮
O
。
。
ぼ
き
p
。
℃
．
鼻
‘
℃
」
一
G
。
噂

ニ
　
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
用
り
の
方
法
論
を
め
ぐ
っ
て

の
ダ
ソ
ト
レ
ー

　
近
年
重
要
な
論
争
を
ま
き
起
し
た
今
一
っ
の
解
釈
は
、
マ
キ
ァ
ヴ

ェ
リ
の
新
機
軸
は
彼
が
取
り
扱
う
諸
問
題
の
処
理
方
法
に
在
る
と
の

主
張
で
あ
る
。
彼
の
方
法
と
は
結
局
、
中
世
か
ら
近
代
へ
の
徐
々
に

発
展
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
関
連
し
て
彼
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
あ
り
、

一
五
世
紀
の
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
一
七
世
紀
の
画
然
科
学
と
の
緊
密

な
関
係
を
多
く
の
学
者
達
に
識
別
さ
せ
よ
う
と
し
た
の
が
、
一
応
彼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

の
方
法
の
主
要
な
点
で
あ
る
と
す
る
見
解
で
あ
る
。
そ
の
他
の
解
釈

と
し
て
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
方
法
論
と
オ
ル
シ
ュ
キ
U
．
Ω
。
。
o
芭
瓢

の
所
論
と
の
闘
の
著
し
い
類
似
点
に
三
島
し
て
、
政
治
問
題
に
関
す

る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
本
質
的
に
帰
納
的
で
あ
る
と
の

結
論
を
下
し
て
い
る
。
カ
ッ
シ
レ
ル
国
・
○
霧
ω
綻
興
の
発
見
に
よ
れ

ば
、
道
徳
談
議
は
「
君
主
論
」
の
な
か
で
は
何
等
役
に
立
た
ず
、
著

者
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
も
っ
ぱ
ら
政
治
生
活
の
専
門
家
で
、
共
和
政
治

と
君
主
論
の
何
れ
に
も
超
然
た
る
姿
勢
で
、
政
治
披
術
の
レ
ヅ
ス
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
施
し
た
と
論
ず
る
。
な
お
事
実
オ
ル
シ
ュ
キ
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
主
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マキァヴェリ研究史に闘する一考察（柴1⊥i）

張
す
る
。
即
ち
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
自
然
現
象
と
同
様
に
、
政
治
現
象

も
、
帰
納
的
な
思
考
方
式
に
よ
っ
て
見
轡
さ
れ
る
内
在
的
な
諸
法
則

に
支
配
さ
れ
る
と
い
う
仮
説
に
基
い
て
、
歴
史
を
経
験
科
学
に
変
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

ま
た
政
治
を
一
般
的
普
遍
的
法
則
の
機
構
に
組
み
い
れ
た
云
々
と
。

か
く
し
て
マ
キ
ァ
ヴ
墨
り
の
科
学
的
な
問
題
の
取
り
上
げ
方
が
、
彼

を
有
能
な
一
史
寡
た
ら
し
め
た
わ
け
で
、
シ
ュ
ミ
ッ
ド
囚
“
o
り
畠
鑓
置

に
従
え
ば
、
歴
史
と
い
う
も
の
の
な
か
で
物
事
の
本
質
で
な
く
、
量

の
み
に
着
許
し
て
ガ
リ
レ
イ
物
理
学
の
基
本
観
念
に
先
鞭
を
つ
け
た

派
手
な
年
代
記
編
者
達
や
人
文
主
義
者
の
グ
ル
ー
プ
以
来
、
最
初
の

著
作
者
た
ら
し
め
た
と
。
ま
た
ラ
マ
ッ
ト
罰
・
幻
塑
暴
暮
に
よ
れ
ば
、

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
科
学
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
む
し
ろ
彼
を
、
恐
ら
く

は
一
人
の
悪
い
史
家
た
ら
し
め
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

マ
キ
ァ
ヴ
皿
リ
は
終
始
一
貫
そ
の
英
雄
達
を
史
的
関
連
な
り
時
代
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ら
引
き
離
し
て
、
永
遠
の
象
徴
化
し
た
人
物
で
あ
る
か
ら
云
々
と
。

実
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
著
作
は
自
然
科
学
と
同
様
な
方
法
の
痕
跡
を

示
し
て
お
り
、
彼
の
特
色
は
む
し
ろ
単
な
る
史
家
で
は
な
く
、
く
り

か
え
し
を
重
ん
ず
る
一
算
然
科
学
者
と
し
て
の
そ
れ
で
あ
る
と
も
言

え
る
。

　
実
は
以
上
の
諸
テ
ー
ゼ
は
少
く
と
も
、
こ
れ
ま
で
着
過
さ
れ
て
い

た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
思
想
の
若
干
の
局
面
に
対
し
て
、
注
意
を
喚
起

し
た
。
た
と
え
ば
キ
ァ
ペ
ッ
リ
ィ
閃
O
ぼ
巷
唱
Φ
際
は
、
マ
キ
ァ
ヴ

ェ
リ
が
格
書
の
絶
対
性
を
確
立
し
よ
う
と
試
み
、
ま
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ

，
り
は
し
ば
し
ば
当
時
分
流
行
語
な
り
辞
句
に
対
し
て
、
よ
り
以
上
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

論
的
な
意
味
を
与
え
た
と
す
る
。
ま
た
プ
レ
ヅ
ォ
リ
ー
二
は
同
様
に

　
マ
キ
ー
ノ
ヴ
ェ
リ
が
終
始
一
貫
、
政
治
は
自
然
と
同
様
一
定
の
法
鋼
に

従
っ
て
作
用
す
る
と
考
え
て
い
る
云
々
と
指
摘
し
た
。
而
し
て
セ
サ

イ
デ
ル
閃
．
U
噸
騒
げ
①
ω
①
錠
興
は
当
代
の
諸
現
象
に
関
す
る
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
リ
特
有
の
、
観
察
の
正
確
さ
と
客
観
性
を
主
張
し
た
。
な
お
ま

た
ル
ノ
ー
ド
が
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
も
っ
と
も
重
要
な
功
績
と
し
て
主

張
す
る
の
も
、
正
に
以
上
の
観
察
で
あ
り
、
而
も
ま
た
一
面
彼
に
よ

れ
ば
、
マ
キ
一
・
ヴ
ェ
リ
の
行
動
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
殆
ん
ど
夢
想
に
基

く
も
の
で
、
政
治
生
活
に
お
け
る
経
済
や
文
化
の
重
要
な
要
素
を
看

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

過
し
て
い
る
と
力
説
す
る
。

　
実
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
に
お
け
る
一
種
科
　
学
的
な
性
格
…
の
探
｛
察
は
、

今
日
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
お
り
、
第
～
科
学
的
と
い
う
善
溺
葉
自

体
が
種
々
異
っ
た
意
味
に
解
釈
さ
れ
得
る
。
た
と
え
ば
オ
ル
シ
誌
キ

だ
け
に
つ
い
て
考
え
て
も
、
そ
れ
は
活
動
的
な
政
治
力
、
ヴ
ィ
ル
ト

　
ゥ
〈
蜀
尋
口
お
よ
び
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ー
ナ
臨
。
罫
償
還
勲
i
怜
も
ニ
ュ
ー
ト
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ソ
物
理
学
に
お
け
る
引
力
と
慣
性
に
相
当
す
る
一
へ
の
還
元
を
意

味
す
る
し
、
ま
た
こ
の
科
学
的
と
い
う
表
現
は
、
オ
ル
シ
ュ
キ
自
身

の
一
種
学
問
的
な
用
法
1
た
と
え
ば
エ
ル
コ
ー
レ
や
ホ
イ
ッ
ト
フ

ィ
ー
ル
ド
に
芽
生
え
た
雑
多
な
解
釈
の
混
乱
に
対
す
る
抗
弁
一
を

意
味
す
る
と
も
占
え
る
し
、
そ
れ
は
ま
た
歴
史
知
識
に
関
す
る
厳
し

い
合
理
的
理
論
的
体
系
を
も
意
味
す
る
。
と
も
か
く
も
、
こ
の
科
学

的
と
い
う
字
句
に
関
連
し
て
、
ど
の
よ
う
な
意
味
が
考
え
ら
れ
る
に

し
て
も
、
た
と
え
ば
聖
書
の
な
か
の
比
喩
に
適
用
し
た
場
合
全
く
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

適
当
と
思
わ
れ
る
が
、
シ
ャ
ポ
ー
に
従
え
ば
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
場

合
、
観
察
は
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
く
て
、
将
来
の
行
動
へ
の
手

段
に
す
ぎ
ず
、
而
し
て
行
動
の
過
程
は
冷
た
い
打
鋒
と
い
う
よ
り
は
、

よ
り
多
く
非
科
学
的
ま
た
時
と
し
て
非
現
実
的
な
激
情
の
所
産
で
あ

っ
た
と
結
論
す
る
。
事
実
デ
・
カ
プ
ラ
リ
イ
ー
ス
は
シ
ャ
ボ
：
お
よ

び
サ
ッ
ソ
に
追
従
し
て
、
ル
ノ
ー
ド
が
熱
情
と
科
学
は
何
れ
も
、
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
思
想
の
な
か
に
二
つ
の
異
っ
た
要
素
な
り
契
機
と
し

て
併
存
す
る
と
い
う
妥
協
案
を
あ
え
て
拒
否
し
て
、
前
者
即
ち
熱
情

は
後
者
即
ち
科
学
を
完
全
に
支
配
す
る
と
主
張
す
る
。
こ
の
点
マ
キ

ァ
ヴ
ェ
リ
は
と
り
わ
け
情
熱
の
人
で
あ
っ
た
し
、
は
て
し
な
い
そ
し

て
恐
ら
く
は
実
現
不
可
能
な
理
想
へ
の
欲
求
が
、
彼
を
し
て
種
々
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

察
を
な
さ
し
め
、
時
と
し
て
誤
解
に
陥
ら
せ
た
の
で
あ
る
。

　
加
う
る
に
実
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
引
用
文
を
分
析
す
る
と
、
彼
の

資
料
駆
使
の
方
法
が
必
し
も
科
学
的
で
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
た
と

え
ば
メ
ー
メ
ル
幣
竃
①
び
直
証
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
も
っ
と
も
初
期

の
著
作
で
さ
え
、
終
始
喜
娯
リ
ウ
ィ
ウ
ス
を
歪
曲
し
て
い
る
と
主
張

す
る
し
、
ま
た
メ
ス
ナ
ル
℃
■
鼠
霧
ご
霞
α
は
「
君
主
論
」
の
な
か
の

不
適
当
と
思
わ
れ
る
論
題
な
り
箇
所
の
一
切
を
、
で
き
る
だ
け
の
完

全
な
分
析
を
良
い
だ
恐
れ
が
あ
る
故
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に

ス
カ
リ
オ
！
ネ
跨
■
ω
o
ρ
σ
q
塚
9
お
に
よ
れ
ば
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
自

然
科
学
的
な
問
題
の
処
理
方
法
を
認
め
な
い
分
野
に
お
い
て
、
科
学

知
識
を
探
究
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
単
に
帰
納
法
で
も
演
繹
法
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

な
い
寄
せ
集
め
の
こ
っ
た
煮
を
も
っ
て
終
る
云
女
と
。
さ
て
マ
キ
ァ

ヴ
ェ
リ
は
し
ば
し
ば
古
代
と
近
代
史
の
何
れ
に
も
注
目
し
た
が
、
必

ず
し
も
そ
れ
等
か
ら
一
般
的
法
則
を
引
き
出
す
た
め
の
デ
ー
タ
を
得

る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
が
す
で
に
心
ひ
そ
か
に
公
式
化

し
て
い
た
法
鋼
を
実
証
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
蒲
も
「
〈
陣
霞
旺
O
帥
甲

鯵
匹
8
δ
○
器
鍾
舘
9
巳
」
　
の
瓶
ハ
拠
に
関
す
る
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
！
ル
ド

の
調
査
は
、
如
上
の
見
解
な
り
姿
勢
と
は
　
応
矛
盾
す
る
か
に
見
え

る
。
と
い
う
の
は
該
伝
は
全
く
過
去
に
起
っ
た
事
柄
に
関
す
る
物
語
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を
意
図
し
た
に
す
ぎ
な
い
し
、
ま
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
が
依
存
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
年
代
記
な
ど
と
同
様
の
誤
り
を
犯
し
た
こ
と
を
証
明
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
、

る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
而
も
実
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
諸
格
言

は
、
政
治
的
現
実
の
客
観
的
調
査
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
人
間
性

に
関
す
る
諸
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
、
そ
れ
等
の
若
干
は
相
互
に
矛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

盾
し
合
う
類
の
も
の
で
す
ら
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
軍
事
的
学
説
は
ピ
エ
リ
℃
●
℃
器
艮
に
従
え
ば
、

ロ
ー
マ
軍
に
関
す
る
観
察
に
依
存
す
る
と
こ
ろ
が
大
で
あ
り
、
而
も

こ
の
ロ
ー
マ
軍
た
る
や
り
ウ
ィ
ウ
ス
の
観
察
を
無
視
す
る
見
解
で
あ

る
と
す
る
。
ピ
エ
リ
の
結
論
に
よ
れ
ば
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
～
般
に

信
じ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
火
器
を
低
く
評
価
し
す
ぎ
た
の
で
は
な

く
、
軍
隊
を
過
大
評
価
す
る
誤
ち
を
犯
し
た
と
指
摘
し
、
さ
ら
に
私

も
同
感
で
あ
る
が
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
真
の
業
績
は
、
軍
事
科
学
が
政

治
学
の
一
部
門
で
あ
る
と
の
、
一
種
戦
略
的
な
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
に
在
る

　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

　
問
題
は
ホ
イ
ヅ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
も
言
う
よ
う
に
、
依
然
と
し
て
鶏

と
卵
の
デ
ィ
レ
ン
マ
の
ま
ま
残
る
。
と
い
う
の
は
実
は
こ
こ
で
一
応

問
題
を
棚
上
げ
に
し
て
、
か
つ
て
】
九
三
｝
年
さ
ら
に
一
九
四
九
年

に
再
肯
定
さ
れ
た
ル
ッ
ソ
の
主
題
一
た
と
え
ば
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は

政
治
学
の
英
雄
で
あ
り
、
一
芸
術
家
の
魅
力
を
一
英
雄
の
哀
感
と
結

合
さ
せ
、
ま
た
理
性
的
行
動
よ
り
は
む
し
ろ
、
純
化
さ
れ
た
行
動
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

よ
っ
て
特
殊
か
ら
一
般
に
上
昇
し
た
と
す
る
一
に
立
ち
戻
り
た
い

衝
動
に
駆
ら
れ
る
。
な
お
ま
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
思
想
に
は
み
じ
め

な
思
い
を
さ
せ
ら
れ
た
人
の
、
偲
人
的
な
反
擾
の
形
跡
は
な
い
と
い

う
ル
ッ
ソ
の
警
告
に
対
し
て
で
は
な
い
が
、
ケ
ー
ニ
ヒ
ロ
．
囚
α
甑
σ
q

と
共
に
ブ
ル
ク
ハ
ル
ト
や
ホ
ー
ボ
ー
ン
国
。
σ
o
げ
昌
あ
る
い
は
一
九

二
七
年
に
「
瓢
●
鼠
．
鍵
慧
。
。
3
」
「
を
著
し
た
ワ
ル
ゼ
ル
芝
巴
ω
巽
に

復
帰
し
た
い
誘
惑
さ
え
覚
え
る
。
ケ
ー
ニ
ヒ
の
示
唆
に
よ
る
と
、
マ

キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
ル
ネ
サ
ン
ス
の
画
家
達
と
謡
講
に
、
面
白
か
ら
ぬ
現

実
か
ら
夢
の
な
か
に
逃
避
し
、
彼
が
変
え
得
な
か
っ
た
世
界
を
、
実

行
で
な
く
沈
思
さ
れ
る
た
め
に
、
美
な
る
も
の
に
変
形
理
想
化
し
た

　
　
⑯

云
々
と
。
か
く
し
て
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
結
局
三
つ
の
戯
曲
と
～
つ
の

小
説
お
よ
び
言
語
に
関
す
る
一
論
著
を
は
じ
め
、
「
面
上
論
」
や
「
ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

i
マ
史
論
」
や
多
く
の
作
詩
も
試
み
た
が
、
リ
ド
ル
フ
ィ
濁
・
心
心
。
同
い

も
言
う
よ
う
に
、
恐
ら
く
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
作
詩
し
た
晴
代
よ
り
も

む
し
ろ
、
そ
の
作
詩
法
を
基
礎
に
散
文
を
書
い
た
時
代
の
方
が
よ
り

ベ
タ
ー
な
詩
人
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
お
例
の
「
十
年
記
㎏
】
）
㊦
o
Φ
早

津
嵩
は
勿
論
「
マ
ソ
ド
ラ
ゴ
ラ
」
9
欝
巳
冨
σ
q
◎
冨
は
、
彼
の
政
治
思
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想
に
関
す
る
幾
多
の
反
省
を
含
ん
で
い
る
こ
と
は
た
し
か
で
、
た
と

え
ば
カ
ル
リ
マ
コ
6
9
濠
遺
恩
o
O
は
一
種
の
贈
主
の
よ
う
な
も
の
で
、

こ
の
人
物
に
よ
っ
て
ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
が
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
に
打
ち
勝
つ
の

で
あ
る
。
な
お
こ
の
「
マ
ソ
ド
ラ
ゴ
ラ
」
は
勿
論
イ
タ
リ
ア
演
劇
の

最
初
の
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
リ
ド
ル
フ
ィ
が
想
像
す
る
ま
で
も
な

く
、
事
実
そ
の
．
前
後
に
書
か
れ
た
最
善
の
劇
作
で
も
な
く
、
む
し
ろ

も
っ
と
も
消
耗
し
た
生
気
の
な
い
人
閥
の
生
命
の
は
て
な
り
、
乾
き

ぎ
つ
た
魂
の
鏡
に
関
す
る
も
の
で
さ
え
あ
り
、
こ
の
点
マ
キ
ァ
ヴ
ェ

リ
は
例
の
モ
ラ
ヴ
ィ
ア
鋭
該
二
野
ド
と
周
様
の
芸
術
家
で
あ
っ

　
　
　
　
　
　
⑱

た
と
も
言
え
よ
う
。
而
も
現
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
文
学
的
作
昂
の
純

美
的
な
価
値
に
関
す
る
、
よ
り
以
上
の
研
究
を
欠
い
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
ル
ッ
ソ
は
依
然
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
結
論
を
懐
い
て
い

る
。
即
ち
「
ク
リ
チ
ア
」
Q
試
ρ
で
す
ら
、
そ
の
モ
デ
ル
の
如
何
な

る
も
の
一
た
と
え
ば
主
役
が
単
に
道
化
芝
居
的
な
も
の
に
す
ぎ
な

い
プ
ラ
ウ
ト
ゥ
ス
距
雲
挫
霧
や
、
登
場
人
物
が
月
並
み
な
型
に
は
ま

っ
た
ボ
ッ
カ
チ
オ
な
ど
…
よ
り
も
は
る
か
に
す
ぐ
れ
て
い
る
位
に
、

新
鮮
で
独
創
的
な
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
テ
ィ
の
感
覚
を
含
ん
で
い
る
宮
女
と
。

な
お
ま
た
鴻
融
記
リ
ド
ル
フ
ィ
お
よ
び
ウ
リ
ヴ
ィ
　
哨
，
d
鐸
三
の
何
れ

も
、
嗣
時
代
の
多
く
の
人
々
と
同
様
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
に
と
っ
て
、
模

倣
は
創
造
へ
の
　
種
の
刺
戟
を
加
え
る
も
の
で
障
害
と
は
な
ら
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

つ
た
云
々
と
、
一
致
し
た
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
想
う
に
マ
キ
ァ
ヴ

ェ
リ
は
慎
重
な
帰
納
法
の
過
程
を
通
じ
て
結
論
に
到
達
す
る
態
の
科

学
者
で
は
な
く
、
む
し
ろ
彼
は
特
殊
の
う
ち
に
内
在
す
る
一
般
を
発

見
し
た
人
物
で
あ
り
、
彼
は
そ
の
思
想
を
は
な
や
か
な
警
句
や
機
知

に
と
ん
だ
諺
で
要
約
し
た
り
、
莫
に
迫
ま
る
描
写
や
劇
造
的
イ
メ
ー

ジ
で
補
強
、
而
し
て
彼
の
政
治
的
著
作
と
文
学
的
諸
作
倉
と
の
微
妙

な
綴
違
点
は
、
前
者
に
と
っ
て
は
芸
術
が
基
底
を
な
し
て
お
り
、
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

者
は
芸
衛
で
一
貫
し
て
い
る
と
言
い
得
よ
う
。

　
①
｝
巳
話
巴
9
夢
。
三
繋
。
蔓
。
陥
筏
①
p
。
。
嘲
H
＜
．
お
葺
男
や
誠
－
＄
に
あ
る
論

　
　
文
畷
．
切
疑
。
詳
8
0
謹
霞
曾
㊤
諺
。
嵩
娼
。
。
・
一
鉱
く
㊦
o
〈
ρ
ご
p
鉱
9
日
。
剛
鵠
6
節
津
？

　
　
o
暮
財
。
㊦
昌
言
噂
団
円
④
瓢
巴
塁
斜
コ
8
お
よ
び
、
露
⑦
蝕
。
①
く
。
Φ
凱
昌
ρ
ω
o
凶
ヨ
魚
冨
P

　
　
H
Φ
頓
舎
℃
や
心
。
雛
ム
O
の
論
文
の
麟
『
貯
嚇
ピ
㊤
o
巳
窪
毒
鋤
H
9
2
詳
一
澤
ρ
二
巴
綜
夢
a

　
　
U
①
O
自
帥
増
創
ρ

　
②
　
燭
O
霧
ω
電
⑦
び
8
び
①
鑓
嘱
け
ザ
。
協
仲
ず
㊦
。
・
仲
暮
ρ
嶺
ま
℃
o
げ
⇔
や
お
。

　
③
炉
○
ぎ
葬
押
二
面
①
ω
。
一
。
纂
蓉
弘
玉
目
噛
電
■
誤
ふ
層
b
。
ゆ
■

　
④
8
警
ぎ
σ
q
臨
く
巳
心
身
σ
q
⑦
P
ド
逡
ρ
聴
」
嵩
歯
O
の
論
文
。
。
。
ご
凱
9
駕
‘
貯

　
　
0
8
鴇
。
Ω
窃
〇
三
9
μ
於
島
。
欝
搾
賃
お
よ
び
男
ρ
ヨ
暮
、
勺
c
9
貝
醐
。
。
8
殴
ぽ
働
鉱
一
〇

　
　
簿
鵠
。
凱
嵩
塁
9
ヨ
。
葺
巴
や
一
㊤
朝
ら
。
、
℃
や
謡
占
H
Q
。
の
論
文
囲
｝
℃
鼠
謬
◎
弓
①
参
照
。

　
⑥
覇
。
黛
ψ
2
a
窪
起
草
α
q
奉
σ
q
σ
q
6
馬
鐸
糟
お
㎝
ρ
箒
「
臨
ふ
．

　
⑥
U
竜
㌫
再
7
㊦
ω
⑦
㌶
g
塑
徴
．
象
覧
。
二
二
賦
8
弘
¢
轟
穆
．
㎝
H
至
当
二
二

　
　
O
o
戸
鼠
p
o
竃
騨
く
㊦
罠
“
団
嘗
α
Φ
血
”
窪
。
，
8
⇔
㊦
畠
8
凸
o
o
貯
営
④
ω
℃
o
犀
鉱
ρ
賃
⑦
。
・
蟻

　
　
お
潔
の
と
く
に
第
四
章
。
そ
の
他
男
。
＜
跨
げ
探
盆
滲
ρ
O
メ
臼
メ
困
ゆ
盆
も
や
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一
Φ
も
ゆ
一
㎝
に
あ
る
オ
ー
ゼ
餌
’
国
帥
煽
ω
①
冠
の
論
評
参
照
。

⑦
シ
ャ
ポ
ー
の
鐸
寡
α
芸
Φ
閃
玉
植
ω
。
。
雪
8
’
一
色
。
。
・
な
お
彼
の
岡
問
題
に
関

　
す
る
論
文
は
、
．
累
・
ン
8
ぐ
。
洲
押
搭
切
。
。
層
や
き
3
0
に
目
一
ω
o
鴨
。
貯
に
。
ゆ
。
話
暮
ぎ
。

　
が
あ
る
。
罰
様
に
ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
…
ル
ド
の
竃
‘
δ
幽
メ
や
溝
参
照
。

⑧
簗
三
ω
貯
ω
ε
誉
騨
＃
ρ
ぎ
昌
P
い
×
㍉
逡
。
。
▼
℃
や
・
。
。
。
ヂ
リ
に
あ
る
｝
男
。
㌘

　
ρ
錫
α
①
戸
鑑
恥
〇
一
節
跨
く
Φ
＝
幽
■

⑨
》
暮
合
㊦
窪
伽
禦
げ
象
a
窪
ρ
目
舞
ド
鷲
。
。
．
署
．
8
認
あ
①
に
あ
る
到

　
蜜
㊦
げ
巳
。
押
合
．
瓢
⇔
畠
象
Φ
》
葺
一
驚
。
・
ま
た
勺
．
試
。
ω
瓢
賢
9
い
、
①
ω
。
。
o
同
鳥
⑦
軍

　
覧
三
〇
ω
o
℃
プ
一
㊦
b
o
凱
戸
長
H
①
9
鐸
メ
＜
H
o
ω
3
0
一
ρ
同
8
押
や
ら
◎
『
お
よ
び
ω
冤
讐
－

　
唱
。
ω
凶
瓢
ヨ
．
賊
”
H
Φ
窃
ρ
唱
℃
・
b
二
A
Q
。
ム
の
掛
・
0
つ
o
p
σ
窺
雛
O
質
ρ
竃
●
鑑
器
ω
鉱
。
跡
，

　
¢
駆
り

⑩
　
聚
巴
ご
p
Q
D
誉
象
㊦
ρ
く
目
押
一
Φ
器
噌
睡
夢
．
同
も
Q
。
に
あ
る
≦
ぼ
郵
巴
ρ
鑑
．
嘗
α

　
O
僻
ω
霞
煽
0
9
0
・
ま
た
リ
ド
ル
フ
ィ
に
従
え
ば
、
　
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
が
少
く
と
も
ピ
オ

　
ソ
ド
頃
．
田
凶
。
昌
α
o
　
に
関
す
る
彼
の
父
ベ
ル
ナ
ル
ド
　
じ
d
Φ
旨
ρ
a
o
　
の
草
稿
…
の
う

　
ち
、
若
干
の
も
の
を
さ
し
櫨
え
た
意
に
自
国
し
、
そ
れ
故
に
歴
史
家
と
し
て
の
マ

　
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
意
図
は
単
に
、
膨
辞
学
費
且
つ
雄
弁
な
演
説
家
風
で
あ
っ
た
に
す

　
ぎ
な
か
っ
た
と
す
る
オ
ー
ギ
ュ
ス
タ
ソ
の
主
張
は
、
条
件
付
き
で
し
か
容
認
で
き

　
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
（
O
o
o
7
謎
瓢
①
▼
o
娼
．
9
伴
こ
℃
■
H
b
コ
ω
お
よ
び
、
　
諺
・
切
曾

　
舞
口
縣
①
踏
窯
9
0
げ
鍵
く
巴
の
、
と
く
に
第
五
章
銀
p
o
霞
斜
く
。
＝
μ
溢
8
戦
一
①
旨
参
照
）
。

　
な
お
ボ
ル
ジ
ア
家
に
関
す
る
債
記
作
嚢
達
は
概
し
て
疑
念
な
し
に
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ

　
り
の
遊
出
綱
の
正
確
さ
を
認
め
て
い
る
。

⑪
炉
恥
き
く
曽
。
p
u
霧
差
置
く
。
日
竃
魯
ω
g
窪
貯
娼
。
雪
ぎ
び
⑦
昌
9
第
窪

　
嬢
■
鑑
㊤
o
鑑
9
〈
巴
罫
お
鍋
に
つ
い
て
は
、
バ
タ
…
フ
ィ
ー
ル
．
ド
が
国
δ
8
踏
。
鉱

　
甘
霜
気
巴
二
塁
寄
り
α
ρ
や
遷
で
、
ま
た
サ
ッ
ソ
も
国
ぞ
δ
雷
簿
〇
二
〇
騨
淳
巴
蹟
節
義
、

　
ピ
メ
く
．
お
窃
ら
。
冒
娼
や
蕊
。
う
1
綬
で
好
意
的
に
論
じ
て
い
る
。

⑫
や
℃
δ
鈷
○
器
嘆
P
⑦
鷺
窪
凶
8
器
σ
q
賦
。
。
。
無
ざ
欺
謬
巴
一
ρ
a
嘲
お
ま
の

　
と
く
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
に
関
す
る
最
初
の
論
文
、
さ
ら
に
窯
。
毒
O
騨
筥
σ
霜
解
σ
q
o

　
日
騨
篇
。
ヨ
窯
簿
。
触
メ
H
押
℃
℃
．
膳
◎
。
H
－
α
O
㊤
の
論
文
り
切
．
瞬
鉱
P
諺
詠
振
δ
ρ

　
二
欝
く
凶
＄
．
自
。
昌
匹
鉱
回
。
騨
辞
。
団
嵩
賃
■
な
お
野
上
の
論
文
は
　
局
買
．
蜜
・
渇
僻
ユ
ρ

　
裟
肩
白
。
湊
O
h
ヨ
O
篇
。
吋
⇒
自
。
鉾
暮
。
α
q
メ
お
富
▼
℃
℃
■
Q
◎
も
㎝
　
の
論
文
男
O
聾
）
o
淫
噛

　
慧
”
8
7
0
閉
。
瞬
峯
貯
の
p
雷
o
o
o
h
け
一
お
餌
ユ
。
粘
譲
舞
と
、
し
ば
し
ば
澗
意
見
で
あ

　
る
が
、
ギ
ル
バ
ー
ト
は
同
論
文
の
な
か
で
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
軍
箏
科
学
と
い
う
も

　
の
を
、
そ
れ
自
体
の
論
理
と
方
法
を
有
す
る
独
自
の
分
野
で
あ
る
こ
と
に
思
い
至

　
つ
た
と
す
る
。
シ
ヤ
ボ
ー
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
軍
隊
と
中
押
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の

　
そ
れ
と
の
ホ
質
的
な
絹
違
に
つ
い
て
は
、
鷲
、
干
の
疑
問
を
懐
い
た
し
、
こ
の
こ
と

　
は
グ
ィ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
ー
ニ
さ
え
岡
様
に
考
え
た
ら
し
い
。
　
な
お
ピ
エ
リ
の
H
一

　
層
貯
霧
9
筥
Φ
簿
o
o
峯
。
ユ
鴇
図
凱
陣
霞
屋
は
巴
一
p
コ
斜
お
器
に
は
、
か
っ
て
ギ
ル

　
バ
ー
ト
が
称
し
た
よ
う
な
麟
家
竃
義
的
偏
見
は
金
く
含
ま
れ
て
い
な
い
し
、
シ
ヤ

　
ボ
ー
も
そ
の
O
宮
ρ
奉
馨
騨
凱
蝕
く
搾
9
汐
伸
巴
竃
転
質
巴
①
諄
巴
智
臣
ρ
℃
■
b
⊃
一
で
、

　
む
し
ろ
讃
辞
を
塁
し
て
い
る
。

⑬
O
o
。
訂
亀
嵩
ρ
。
や
g
r
℃
」
卜
。
把

⑭
H
琶
憲
葛
ε
蝕
β
．
図
触
目
㍉
霧
。
。
匂
や
N
。
。
．

⑮
　
切
雌
。
・
。
・
ρ
O
O
葺
讐
＆
δ
節
O
冨
昌
賦
コ
Φ
幽
①
｝
層
c
n
O
O
．
H
り
q
Q
り
は
勿
論
、
嗣
じ
く

　
駕
9
0
げ
驚
く
巴
甥
娼
や
H
メ
㊤
一
ム
○
。
ら
。
の
勺
H
O
ざ
σ
q
9
昌
。
混
き
）
窯
．
お
よ
び
、
窯
’

　
虚
O
口
P
O
　
篇
陣
　
仲
㊦
ρ
汁
H
O
　
㊦
　
コ
9
村
触
麟
峠
O
吋
①
辱

⑯
戸
囚
α
註
σ
q
噛
客
窯
．
”
N
霞
営
紆
㊦
暴
冨
ゼ
ω
。
。
・
⑦
貯
震
N
簿
蓄
a
・
し
逡
ド

⑰
⇔
・
男
．
蜜
8
堂
H
鍵
薮
瓢
自
転
麟
漆
器
。
⑦
・
。
開
窓
⑦
。
・
’
お
α
ρ
℃
ワ
無
？
。
。
・
。
に

　
あ
る
論
文
ρ
Q
舞
誘
。
詳
い
。
お
農
P
ン
自
．
憲
二
幅
④
緊
巴
昼
ご
昼
品
¢
9
σ
q
Φ
噛

⑱
勺
曾
騎
鎧
冨
三
Φ
牽
瞬
区
H
碁
一
当
・
。
讐
℃
や
繊
ヂ
譲
に
あ
る
リ
ド
ル
フ
ィ
の

　
℃
O
同
仲
現
窪
坤
汁
O
囲
ツ
角
・

⑲
・
男
．
臼
三
層
い
、
言
羅
馬
。
き
屋
ぎ
唱
。
霧
画
＄
四
四
旨
蕩
。
冒
魯
重
し
¢
G
。
ρ

　
な
お
携
評
厳
達
は
多
年
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
夢
の
最
初
の
戯
醜
即
ち
「
マ
ソ
ド
ラ
ゴ
ラ
」

　
が
、
な
ぜ
他
の
そ
れ
等
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
知
り
た
が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
リ
ド
ル
フ
4
が
い
餌
げ
き
凱
。
塗
鑓
に
灘
岡
い
た
、
最
近
発
見
の
「
ク
リ
チ
ア
」
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の
写
本
に
関
す
る
論
文
が
あ
り
、
さ
ら
に
バ
ー
ル
は
窯
■
丁
々
野
⑦
コ
鉱
ω
紹
鐸
。
Φ

　
犀
巴
メ
峯
①
ρ
℃
や
ト
。
お
ム
に
資
料
を
付
け
て
、
結
局
「
ク
リ
チ
ア
」
は
よ
い
オ

　
リ
ジ
ナ
ル
な
戯
曲
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

⑳
O
。
。
ご
塁
ρ
。
℃
■
。
芦
℃
．
爲
b
。
・

三

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
罵
語
お
よ
び

章
句
に
関
連
し
て

　
実
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
諸
著
作
間
の
明
ら
か
な
矛
盾
を
解
く
鍵
を
、

彼
の
い
わ
ゆ
る
科
学
的
方
法
の
な
か
で
見
出
す
試
み
で
失
敗
し
て
、

歴
史
家
達
は
他
に
解
答
を
求
め
よ
う
と
奮
起
し
、
若
干
の
史
家
は
ま

ず
第
一
に
ル
ッ
ソ
の
三
〇
年
前
の
提
案
を
取
り
上
げ
た
。
即
ち
ル
ッ

ソ
は
マ
キ
”
ノ
ヴ
ェ
リ
が
結
局
多
く
の
思
想
に
対
し
て
名
目
だ
け
で
な

く
愛
着
す
る
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
を
想
起
し
て
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
自

身
の
継
続
的
な
精
神
状
態
を
知
る
こ
と
が
、
調
和
な
り
一
つ
の
ま
と

ま
り
を
示
す
こ
と
に
な
り
、
彼
の
思
想
を
個
別
的
に
探
究
す
る
の
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

で
は
殆
ん
ど
役
立
た
な
い
こ
と
を
示
唆
し
た
。
実
は
不
幸
に
し
て
大

抵
の
伝
記
学
者
達
は
、
今
資
ま
で
や
や
も
す
れ
ば
単
に
彼
の
思
想
を

一
章
で
、
詳
細
な
個
人
的
伝
記
を
別
話
で
取
り
扱
う
と
い
う
調
子
に
、

両
者
間
の
関
係
に
は
全
く
注
意
し
な
い
で
、
い
わ
ゆ
る
ヴ
ォ
ル
テ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ル
流
の
慣
習
を
踏
襲
し
て
来
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
観
が
あ
る
。
リ
ド

ル
フ
ィ
の
、
≦
鍵
二
四
．
㌶
．
”
H
O
課
」
1
同
伝
記
は
そ
の
博
識
は

勿
論
、
人
間
性
に
関
す
る
感
覚
お
よ
び
近
代
イ
タ
リ
ア
な
り
～
六
世

紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
混
成
語
の
文
体
の
研
究
で
賞
賛
さ
れ
て
い
る
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

一
を
待
つ
ま
で
も
な
く
、
ル
ッ
ソ
の
提
案
は
十
分
探
究
さ
れ
た
し
、

ま
た
バ
ー
ル
の
「
㌶
騨
。
ぼ
ρ
＜
鉱
ζ
塑
鵠
α
男
①
霞
鉱
ω
。
。
ρ
口
○
①
犀
巴
ざ
掃
Φ
Φ
O
」

　
　
　
　
　
　
　
④

を
待
つ
ま
で
も
な
い
。
何
れ
に
し
て
も
前
記
の
人
物
伝
と
思
想
家
と

を
切
り
離
す
こ
と
は
、
若
干
誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
ろ
う
。
而
も
伝

記
的
取
り
扱
い
に
紺
し
て
幾
分
で
も
感
謝
し
た
い
の
は
、
よ
り
多
く

の
こ
と
が
今
日
マ
キ
岬
、
ヴ
ェ
リ
の
生
涯
な
り
時
代
の
詳
網
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

知
ら
れ
て
い
る
事
実
で
あ
る
。
た
と
え
ば
彼
の
勤
務
し
た
官
庁
の
機

能
や
、
彼
が
選
ば
れ
た
事
情
、
あ
る
い
は
彼
の
外
交
上
の
キ
ャ
リ
ア

と
い
う
工
合
に
。
而
し
て
リ
ド
ル
フ
ィ
の
無
比
の
言
語
学
者
と
し
て

の
能
力
の
お
陰
で
、
永
ら
く
ヴ
ィ
ラ
ー
り
や
ト
マ
ッ
シ
！
二
を
典
拠

と
し
て
容
認
さ
れ
て
い
た
誤
謬
も
、
今
や
改
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。　

同
時
に
学
者
達
の
な
か
に
は
、
眼
を
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
思
想
か
ら
、

そ
れ
が
表
現
せ
ら
れ
る
言
語
の
方
へ
転
じ
た
多
く
の
人
々
が
あ
っ
た
。

即
ち
彼
等
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
自
身
の
作
晶
の
文
脈
、
あ
る
い
は
他
の

人
の
著
作
に
就
い
て
用
い
た
言
葉
の
、
正
確
な
意
味
の
結
論
を
得
よ
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う
と
試
み
た
。
た
と
え
ば
キ
ァ
ペ
ヅ
リ
ィ
　
O
賦
書
℃
Φ
臣
は
ω
鍵
8

と
か
く
す
9
と
い
う
よ
う
な
、
重
要
な
語
志
に
関
す
る
エ
ル
コ
ー
レ

の
慎
重
な
解
説
に
示
唆
さ
れ
て
、
マ
キ
両
，
ヴ
ェ
リ
は
し
ば
し
ば
文
体

の
故
と
い
う
よ
り
は
、
よ
り
多
く
正
確
を
期
す
爵
的
で
、
文
体
構
成

法
や
語
彙
に
つ
い
て
の
一
般
的
に
認
め
ら
れ
た
基
準
を
破
っ
た
と
指

摘
し
て
い
る
。
ま
た
彼
は
エ
ル
コ
！
レ
と
同
様
に
、
　
〃
国
家
”
に
つ

い
て
の
近
代
的
な
概
念
は
す
で
に
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
に
お
い
て
十
分

に
発
展
さ
せ
ら
れ
て
い
る
と
さ
え
主
張
し
て
お
り
、
而
も
彼
は
エ
ル

コ
ー
レ
が
国
家
概
念
の
条
件
な
り
資
格
は
、
通
例
市
民
生
活
と
称
す

る
も
の
で
、
そ
れ
は
国
艮
と
い
う
概
念
が
地
方
℃
目
。
〈
ぎ
。
β
に
よ

っ
て
示
さ
れ
る
と
同
様
で
あ
る
と
述
べ
る
以
上
に
は
、
何
等
付
言
し

　
⑥

な
い
。
一
方
ヘ
ヅ
ク
ス
タ
ー
い
麟
．
韻
①
蓉
葭
に
よ
れ
ば
、
「
君
主

論
」
に
出
て
来
る
ω
蜜
8
と
い
う
単
語
は
　
一
四
園
の
う
ち
一
〇
九

圓
が
、
も
の
ご
と
の
状
態
よ
り
は
む
し
ろ
政
治
と
関
係
が
あ
る
と
指

摘
し
、
さ
ら
に
彼
は
一
〇
九
廻
の
実
例
の
う
ち
若
干
を
除
い
て
、
こ

の
単
語
が
行
為
の
主
体
と
し
て
で
な
く
客
体
と
し
て
現
わ
れ
て
お
り
、

而
も
そ
れ
自
体
単
独
で
行
動
す
る
も
の
と
し
て
で
は
な
く
、
人
々
が

取
得
あ
る
い
は
喪
失
ま
た
は
保
持
す
る
も
の
と
し
て
出
現
す
る
云
々

　
　
　
　
⑦

と
指
摘
す
る
。
託
埠
ρ
と
い
う
単
語
は
さ
ら
に
厄
介
で
、
た
と
え
ぜ

エ
ル
コ
ー
レ
に
と
っ
て
は
、
政
治
的
統
一
体
た
る
国
家
を
形
成
し
保

持
す
る
の
に
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
り
意
志
力
を
意
味
し
た
し
、
ホ

イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
に
と
っ
て
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
場
合
、
明
ら
か

に
く
マ
9
に
関
す
る
一
種
の
ド
ク
ト
リ
ン
は
皆
無
で
、
こ
の
点
図
の

多
く
の
言
葉
と
周
様
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
さ
ら
に
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・

ギ
ル
バ
ー
ト
に
と
っ
て
は
少
く
と
も
、
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ル
ッ
チ
ェ
ル

ラ
イ
切
㊦
手
錠
衛
○
幻
蓉
亀
既
に
よ
っ
て
比
喩
的
に
用
い
ら
れ
た
医

学
上
の
語
辞
の
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
り
、
シ
ャ
ポ
ー
に
従
え
ば
少

な
く
と
も
「
霜
主
論
」
の
場
合
は
、
エ
ル
コ
ー
レ
と
同
様
の
意
味
を

　
　
⑧

有
す
る
。
ホ
イ
ッ
ト
フ
冨
ー
ル
ド
に
従
え
ば
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
場

合
℃
○
｝
圃
註
。
帥
お
よ
び
そ
の
派
生
藷
は
常
に
、
o
ぞ
遣
㊦
と
か
び
娼
§
o

ま
た
ぎ
o
o
霞
○
簿
。
と
い
う
よ
う
な
〃
市
民
の
、
よ
き
、
清
廉
な
”

な
ど
の
言
葉
づ
か
い
を
連
想
す
る
も
の
で
、
何
等
退
化
し
た
語
意
を

含
む
も
の
で
は
な
い
と
し
、
さ
ら
に
た
と
え
ば
。
目
象
巳
と
い
う
単

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

語
は
へ
常
に
市
民
生
活
の
構
造
な
り
制
度
に
関
係
が
あ
る
と
す
る
。

岡
様
h
鍵
欝
奉
と
い
う
語
は
サ
ッ
ソ
に
従
え
ば
、
一
種
神
秘
的
な

物
質
界
を
超
越
し
た
力
と
は
無
関
係
で
、
単
に
人
間
性
の
極
限
を
意

味
す
る
も
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
も
っ
と
も
実
力
の
あ
る
人
間
で
さ

え
も
、
彼
自
身
の
う
ち
に
内
包
す
る
不
明
瞭
な
地
帯
で
あ
り
、
ま
た
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こ
の
地
帯
た
る
や
彼
を
桓
悪
し
て
、
歴
史
的
情
勢
の
支
配
力
が
彼
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

破
滅
を
引
き
お
こ
す
も
の
で
あ
る
と
す
る
。
実
は
た
し
か
に
マ
キ
岬
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ヴ
エ
リ
の
用
語
法
の
研
究
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
研
究
は
依
然
た

と
え
ば
あ
る
一
つ
の
単
語
の
意
味
が
、
一
五
二
七
年
の
場
合
も
一
五

〇
二
年
と
岡
じ
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
傾
向
の
た
め
に
、
妨
げ
ら
れ

て
い
る
。
禰
も
ま
た
語
素
の
研
究
は
依
然
と
し
て
、
諸
単
語
の
背
後

に
あ
る
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
も
、
あ
る
い
は
後
世
に
な
っ

て
か
ら
、
そ
れ
等
の
語
辞
に
付
与
さ
れ
た
新
し
い
落
磐
に
徴
し
て
、

一
六
世
紀
の
言
葉
づ
か
い
に
つ
い
て
の
誤
っ
た
解
釈
を
諸
悪
す
る
上

に
も
、
き
わ
め
て
重
要
な
価
値
が
あ
ろ
う
。

　
問
時
に
他
の
歴
史
家
達
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
何
れ
か
と
い
う
と

難
解
な
章
句
で
、
当
時
の
流
行
か
ら
押
し
て
、
よ
り
以
上
の
推
敲
が

不
必
要
に
な
っ
た
思
想
お
よ
び
仮
説
に
よ
く
も
言
及
し
た
と
指
摘
し
、

か
く
し
て
彼
等
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ゾ
在
世
時
代
の
知
的
文
化
的
環
境
を

通
じ
て
、
彼
を
理
解
し
よ
う
と
試
み
て
来
た
。
た
と
え
ば
当
代
の
甫

民
生
活
の
研
究
で
、
　
「
ロ
ー
マ
史
論
」
の
共
和
主
義
を
証
明
し
得
る

こ
と
を
期
待
し
、
ま
た
ペ
ト
ラ
ル
カ
や
ジ
ョ
ヴ
ァ
ソ
ニ
・
シ
モ
ネ
ッ

タ
O
δ
＜
§
賦
Q
D
一
諺
9
お
簿
9
を
一
瞥
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
す
べ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

を
ポ
リ
ュ
ピ
オ
ス
に
依
存
す
る
傾
向
を
軽
減
す
る
こ
と
を
望
ん
で
、

彼
等
は
ま
ず
第
一
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
直
接
の
先
悲
観
、
と
く
に
　

四
、
五
世
紀
の
入
文
主
義
考
達
に
注
算
し
た
。
　
禰
も
ま
た
彼
等
は

た
し
か
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
う
ま
く
弁
明
す
る
た
め
に
、
ル
ヅ
ソ
が

o
ρ
o
o
四
二
嘆
⑦
o
昌
謎
○
凱
と
称
す
る
よ
う
に
、
　
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
先

駆
暑
達
の
思
想
を
迫
求
否
む
し
ろ
逃
避
す
る
誘
惑
に
抵
抗
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
恰
も
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
と
同
様
、
ゲ
著
ム

の
進
行
申
は
メ
ン
バ
1
を
取
り
変
え
る
こ
と
な
く
一
競
技
者
か
ら
他

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
プ
レ
イ
ヤ
ー
へ
と
送
球
さ
れ
る
よ
う
に
、
換
言
す
れ
ば
彼
等
は
、

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
そ
の
時
代
に
関
す
る
専
断
的
な
定
義
の
枠
の
な
か

に
、
押
し
こ
め
よ
う
と
す
る
人
女
の
落
し
穴
に
対
し
て
、
膚
ら
を
守

ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
た
と
え
ば
ル
ネ
サ
ン
ス
を
快
楽
主
義
で
特

徴
づ
け
る
ク
ア
ド
リ
9
の
二
蝕
欺
の
場
合
、
自
我
の
礼
賛
と
す
る

マ
ラ
ゴ
ー
り
、
古
代
模
倣
と
す
る
バ
タ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
顕
・
ゆ
蓉
審
早

捻
①
掴
、
古
代
イ
タ
リ
ア
人
の
血
液
の
な
か
の
ロ
ー
マ
精
神
の
再
生
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

説
く
ブ
ル
ー
ノ
し
d
毎
唇
な
ど
。
な
お
彼
等
は
マ
キ
岬
，
ヴ
ェ
リ
と
古

典
後
期
の
著
作
者
達
i
マ
キ
一
、
ヴ
エ
リ
は
こ
れ
等
の
人
女
を
殆
ん

ど
引
用
し
な
か
っ
た
こ
と
は
、
　
「
ロ
ー
マ
史
論
」
な
ど
に
微
し
て
も

明
ら
か
で
あ
る
が
一
と
の
間
の
類
似
点
探
究
以
上
に
、
寄
与
す
る

と
こ
ろ
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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マキァヴエリ研究史に関する一考察（柴山）

　
而
も
一
九
三
八
年
に
ア
ラ
ン
・
ギ
ル
バ
ー
ト
が
「
君
主
論
」
式
の

構
成
の
も
の
を
は
じ
め
、
主
題
の
本
質
に
き
わ
め
て
関
係
の
深
い
多

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

量
の
論
文
を
発
見
し
た
の
に
刺
戟
さ
れ
て
、
史
家
達
は
し
ば
し
ば
非

常
に
類
似
し
た
も
の
を
見
嵐
し
た
。
た
と
え
ば
ル
ノ
ー
ド
に
よ
れ
ば
、

マ
キ
ァ
ヴ
エ
リ
は
ま
ず
第
一
に
古
代
に
対
す
る
劣
等
意
識
に
打
ち
勝

つ
た
め
の
、
ま
た
当
代
の
政
治
的
諸
事
件
は
古
代
の
そ
れ
等
と
同
様

に
、
研
究
の
野
草
が
あ
っ
た
こ
と
を
主
張
す
る
た
め
に
も
、
さ
ら
に

は
歴
史
と
科
学
を
同
じ
く
純
粋
に
合
理
的
な
取
り
扱
い
に
ゆ
だ
ね
、

マ
キ
ァ
ヴ
エ
リ
自
身
そ
れ
を
政
治
学
に
適
用
す
る
の
に
も
、
感
謝
に

簡
す
る
一
五
世
紀
の
人
文
主
義
者
達
を
有
し
た
云
々
と
。
デ
・
マ
ッ

テ
イ
図
・
鳥
①
翼
9
簿
包
は
正
に
プ
ラ
ト
ー
や
キ
ケ
ロ
か
ら
聖
ア
ソ
ブ

ロ
シ
ウ
ス
に
至
る
あ
ら
ゆ
る
人
々
が
、
終
始
一
貫
拒
否
し
て
い
た
こ

と
、
即
ち
正
義
と
効
用
と
は
結
局
慨
し
も
分
離
し
得
な
い
も
の
で
は

な
い
と
い
う
問
題
を
、
始
め
て
是
認
し
た
と
い
う
理
由
で
、
パ
ル
ミ

ェ
ー
り
鼠
．
圃
二
心
。
瓜
と
ポ
ソ
タ
！
ノ
○
．
勺
○
簿
9
8
に
信
頼
を

　
　
⑮

寄
せ
た
。
バ
ロ
ン
は
ブ
ル
ー
二
い
．
ヒ
6
鶏
巳
が
た
と
え
ば
、
「
瓢
ー

マ
論
」
に
現
わ
れ
た
共
和
政
治
や
国
民
軍
に
関
す
る
同
様
の
多
く
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

観
念
を
提
供
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。
同
じ
く
ギ
ル
モ
ア
試
●
○
管

日
。
器
は
ポ
ン
タ
ー
ノ
の
所
論
の
う
ち
に
、
シ
ャ
ポ
ー
（
今
や
バ
ー
ル

の
主
題
で
も
あ
る
が
）
の
主
題
を
支
持
す
る
幾
多
の
証
拠
を
発
見
し
て

い
る
。
た
と
え
ば
軍
事
的
用
語
で
歴
史
を
解
釈
す
る
マ
キ
岬
ノ
ヴ
ェ
リ

の
習
癖
は
、
一
四
九
四
年
以
後
の
彼
の
同
国
人
達
の
多
く
に
共
通
し

た
一
種
の
反
動
の
反
映
と
も
考
え
ら
れ
得
る
と
い
う
テ
ー
ゼ
な
ど
で

　
⑯

あ
る
。
ウ
ォ
ー
レ
ッ
セ
　
○
＜
o
お
の
①
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
史
家
ダ

ヅ
チ
○
陰
U
ρ
誌
の
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
史
扁
に
注
目
し
て
、
同
著
は

ヴ
ィ
ル
ト
ゥ
が
フ
ォ
ル
ト
ゥ
ナ
に
打
ち
勝
つ
可
能
性
を
立
証
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

し
、
そ
れ
は
同
様
に
現
代
の
諸
華
件
に
も
役
立
つ
と
指
摘
し
て
い
る
。

而
し
て
マ
ヅ
テ
ィ
ソ
グ
レ
ー
○
．
学
籍
簿
ぎ
σ
q
δ
団
は
ク
ワ
ッ
ト
ロ
チ

ェ
ソ
ト
の
外
交
官
達
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
以
前
に
、
パ
ル
バ
晒
骨
ゆ
し
d
ρ
亭

び
賀
。
が
正
に
簡
明
に
述
べ
た
原
理
を
事
実
上
永
ら
く
容
認
し
て
い

た
こ
と
、
即
ち
外
交
窟
達
の
任
務
は
彼
等
の
政
府
の
み
の
た
め
に
奉

仕
す
る
よ
う
拘
束
さ
れ
て
お
り
、
キ
リ
ス
ト
教
共
和
国
の
平
和
と
安

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

寧
の
た
め
で
は
な
い
こ
と
を
論
証
し
た
。

　
さ
て
マ
キ
ァ
ヴ
エ
リ
が
果
し
て
ウ
マ
ニ
ス
タ
で
あ
っ
た
か
否
か
の

点
に
つ
い
て
は
、
多
く
の
学
者
達
が
ア
ラ
ン
・
ギ
ル
バ
ー
ト
の
警
告

－
一
周
忌
は
決
し
て
オ
リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
を
損
う
も
の
で
は
な
く
、
事

実
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
よ
り
早
期
の
著
作
者
達
が
恐
ら
く
懲
分
達
が
主

張
し
た
こ
と
の
十
分
な
意
味
を
悟
ら
な
い
で
示
唆
し
た
に
す
ぎ
な
か
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、
　
　
⑳

つ
た
こ
と
を
、
さ
ら
に
展
開
さ
せ
た
と
す
る
一
－
と
同
意
見
で
あ
る

の
が
常
で
あ
る
。
而
も
ま
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
若
干
の
章
句
は
、
ル

ネ
サ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
は
余
り
明
白
な
関
係
の
な
い
、
他

の
出
所
か
ら
の
影
響
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
「
律

ー
マ
史
論
」
な
ど
に
見
え
る
の
は
、
ま
ず
第
】
に
初
期
キ
リ
ス
ト
教

父
の
遺
書
の
研
究
を
す
る
中
世
神
学
者
達
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
マ

ソ
ド
ラ
ゴ
ラ
」
の
登
場
人
物
フ
ラ
・
チ
モ
テ
オ
国
轟
6
巨
。
富
。
の

台
詞
に
は
、
聖
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
や
ボ
ナ
ヴ
議
ン
ト
ゥ
ラ
切
○
乙
甲

く
①
暮
舞
9
お
よ
び
聖
ト
マ
ス
か
ら
の
、
殆
ん
ど
直
接
の
引
用
語
が
発

見
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
闘
家
の
自
律
性
に
関
す
る
概
念
は
、
エ
ル
コ

ー
レ
が
ず
っ
と
以
前
に
、
な
お
ま
た
中
世
や
ル
ネ
サ
ン
ス
の
法
律
学

研
究
者
達
が
最
近
提
示
し
た
よ
う
に
、
デ
ュ
ボ
ア
男
U
麟
σ
o
撹
、
マ

ル
シ
リ
オ
　
鑑
ρ
『
ω
一
σ
q
犀
O
像
ρ
　
層
ρ
α
＜
ρ
、
ダ
・
サ
ッ
ソ
フ
ェ
ラ
ッ
ト
　
］
W
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

α
帥
ω
器
ω
○
諭
誉
暮
○
の
思
想
と
き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
。
さ
ら
に

ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
に
従
え
ば
、
マ
キ
”
ノ
ヴ
ェ
リ
の
国
民
軍
・
に
対

す
る
プ
ラ
ン
や
、
　
「
君
主
論
」
の
な
か
で
無
糞
任
な
タ
イ
ラ
ン
ト
へ

暗
…
示
さ
れ
た
非
難
の
何
れ
も
、
O
●
O
Φ
o
o
ぼ
”
男
山
。
同
ヨ
ρ
鶏
簿
曽
Φ

震
①
賦
。
ω
ρ
ド
周
り
①
や
○
．
ω
ρ
＜
○
昌
㌶
o
舅
℃
d
巴
同
Φ
σ
q
σ
q
一
B
①
馨
ρ
H
潜
Φ
刈

の
よ
う
な
著
作
の
語
辞
や
文
体
な
り
思
想
の
反
映
で
あ
る
と
す
る
。

而
し
て
大
抵
の
学
者
達
は
、
リ
ド
ル
フ
ィ
の
主
題
の
全
部
を
容
認
す

る
こ
と
に
は
躊
躇
し
な
が
ら
も
、
か
つ
て
デ
・
サ
ソ
ク
テ
ィ
ス
や
ヴ

ィ
ラ
ー
リ
に
よ
っ
て
注
目
さ
れ
た
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
と
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー

ラ
儒
奉
者
達
と
の
間
の
鋭
い
対
照
を
、
よ
ほ
ど
緩
和
す
る
点
で
意
見

が
　
致
し
て
い
る
。

　
①
男
話
。
・
ρ
累
▼
や
嶺
．

　
②
鍔
響
δ
ジ
嵩
p
。
窯
暑
く
㊦
押
お
恥
。
。
（
蒙
ゑ
ω
鍵
ω
8
§
鉱
芭
一
書
p
い
〆
お
直
。
。
魎

　
　
℃
や
b
っ
㊤
H
i
卜
3
に
あ
る
デ
・
カ
プ
ラ
リ
ィ
ー
ス
の
絵
鯉
評
八
滲
照
）
。

　
③
≧
。
匡
鼠
。
纂
o
H
δ
。
搾
蟄
ρ
麺
p
O
メ
同
図
レ
霧
企
℃
．
お
り
に
ロ
ド
リ
コ
客
切
。
伽
守

　
　
雛
o
o
が
、
リ
ギ
ル
フ
つ
の
く
諜
ρ
象
％
‘
窯
・
顎
Φ
α
蒔
を
論
評
し
て
お
り
、
グ
レ
イ
ソ

　
　
ソ
◇
O
轡
嘱
①
o
ロ
が
英
訳
し
て
い
る
。
ハ
イ
ル
に
つ
い
て
は
注
⑲
参
照
。
な
お
コ
ッ

　
　
ク
レ
！
ソ
も
喬
う
よ
う
に
、
閏
瓢
σ
q
¢
の
げ
窪
ω
8
同
ド
巳
吋
Φ
く
冨
尋
℃
い
メ
メ
同
”
P
O
¢
ρ

　
　
や
嫁
刈
の
μ
バ
ー
ト
の
論
評
は
、
唯
一
の
リ
ド
ル
フ
ィ
に
注
環
し
た
文
体
論
で

　
　
あ
り
、
　
こ
の
点
サ
ッ
ソ
も
男
ぞ
δ
霞
馨
。
甑
0
2
諄
9
犀
㊤
奉
．
い
メ
く
押
H
㊤
α
野
勺
や

　
　
ω
O
曽
Q
。
で
賞
賛
し
て
い
る
。

　
④
バ
ロ
ン
は
二
日
二
巴
鼠
夢
④
猛
。
。
8
蔓
。
h
乙
＄
。
。
”
≦
鐸
お
郵
も
℃
』
群
劉
。
。

　
　
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
・
ル
ネ
サ
ン
ス
の
政
治
的
著
作
春
達
に
関
す
る
漸
見
解
を
発
表

　
　
し
て
い
る
。
な
お
濁
凱
巳
戸
○
℃
話
O
O
嵩
象
ω
8
証
甲
δ
鴬
①
同
豊
ご
㊦
巳
φ
毎
噺
竿

　
　
N
一
9
け
ρ
お
島
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
二
二
の
一
章
の
外
、
彼
の
友
人
で
弟
子
で
も
あ

　
　
る
ジ
ヤ
ソ
ノ
ッ
テ
ィ
》
．
○
㌶
詳
当
。
鉱
に
階
閃
す
る
伝
記
を
含
ん
で
い
る
。

　
⑤
澤
P
｝
凶
窪
簿
甥
象
。
・
。
℃
〆
お
お
切
ρ
℃
や
醤
あ
ド
に
あ
る
匿
沁
呂
貯
簿
Φ
旦

　
　
目
び
¢
ぴ
。
σ
q
ぎ
巳
昌
σ
黛
ω
重
事
．
蜜
ρ
o
げ
置
く
包
嵩
．
Q
。
o
㊤
話
。
巴
旨
叶
σ
o
萄
ざ
器
旨
該
昌
Φ

　
　
○
げ
竃
8
藁
参
照
。
ぎ
た
∪
．
帰
げ
。
ω
o
篠
⑦
二
男
鷺
．
伽
圃
覧
。
ヨ
斜
鋤
o
o
は
、
恐
ら

　
　
く
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
が
作
者
で
あ
っ
た
に
相
違
な
い
彪
大
な
量
の
外
交
文
欝
に
拠
っ

　
　
て
い
る
。
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マキァヴェリ購究史に繭する～考察（柴1．1．1）

⑥
O
露
弓
℃
Φ
ξ
。
・
言
黛
旨
＝
贈
品
己
品
α
q
5
象
豊
山
℃
や
料
望
①
．
キ
ァ
ペ
ッ
リ
ィ

　
が
彼
の
研
究
を
「
当
主
論
」
に
限
定
し
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う
な
見
解
を

　
避
け
得
た
か
も
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問
題
に
つ
い
て
の
解
答
を
古
代

に
依
存
す
る
点
で
は
、
人
文
主
義
者
に
追
従
す
る
が
、
方
法
な
り
結
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

は
全
く
彼
等
と
無
関
係
だ
と
す
る
。
さ
ら
に
ハ
イ
ド
ン
譲
尋
餌
勲
団
α
路

に
従
え
ば
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
全
く
新
世
代
に
属
し
、
経
験
的
観
察

に
熱
心
で
、
反
ル
ネ
サ
ン
ス
お
よ
び
キ
リ
ス
ト
教
人
文
主
義
へ
の
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

然
た
る
忌
寸
に
駆
り
立
て
ら
れ
た
人
物
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
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マキァヴェリ研究史に関する一考察（柴ill）

　
点
間
打
開
の
一
つ
の
可
能
な
方
法
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
直
接
の

先
二
親
よ
り
は
む
し
ろ
、
彼
の
同
時
代
人
達
と
比
較
す
る
に
在
る
。

た
と
え
ば
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
正
し
く
ル
タ
ー
、
モ
ア
、
ド
・
コ
ミ
ュ

ー
ネ
℃
曾
伽
①
O
O
露
旨
冒
①
。
。
と
同
時
代
で
あ
り
、
ル
タ
ー
と
同
様
ロ

ー
マ
教
会
が
キ
リ
ス
ト
教
の
腐
敗
堕
落
に
責
任
が
あ
る
と
主
張
し
た

し
、
ま
た
モ
ア
の
よ
う
に
彼
は
急
速
な
社
会
的
変
貌
が
、
古
典
の
復

活
と
同
時
で
あ
り
一
致
す
る
と
言
明
し
た
。
さ
ら
に
ド
・
コ
ミ
ュ
ー

ネ
と
同
様
に
彼
は
、
具
体
的
な
も
の
、
現
実
的
な
も
の
に
興
味
を
覚

え
、
ル
イ
一
一
世
の
よ
う
な
君
主
を
賞
賛
し
た
。
然
し
勿
論
そ
の
よ

う
な
類
似
点
の
故
に
、
フ
ィ
レ
ソ
ゾ
ェ
と
そ
れ
ぞ
れ
独
・
英
・
仏
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
も
っ
と
深
刻
な
差
異
を
隠
蔽
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。

　
他
面
マ
キ
貯
、
ヴ
ェ
リ
と
関
係
の
あ
る
人
々
に
つ
い
て
の
研
究
が
、

し
ば
し
ば
卓
見
を
提
供
し
て
く
れ
る
。
　
た
と
え
ば
ア
ル
ベ
ル
テ
ィ

国
．
く
8
諺
ぎ
頸
江
は
多
年
に
わ
た
っ
て
、
同
時
期
に
関
す
る
も
っ

と
も
重
要
な
著
作
の
一
つ
の
な
か
で
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
サ
ヴ
ォ
ナ

ロ
ー
ラ
か
ら
セ
ー
両
切
．
ω
㊦
σ
q
巳
や
ヴ
呼
，
ル
キ
イ
に
お
よ
ぶ
半
世
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

以
上
の
、
巨
大
な
政
治
思
想
運
動
の
心
配
景
に
位
置
づ
け
た
。
同
様

に
フ
ェ
リ
ッ
ク
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
古
文
勲
醐
保
存

齎
の
記
録
を
多
年
苦
心
探
究
の
結
果
、
大
法
官
庁
の
マ
キ
ー
ノ
ヴ
ェ
リ

の
同
僚
達
が
し
ば
し
ば
彼
の
見
解
の
多
く
を
分
担
し
た
こ
と
を
証
明

し
た
し
、
さ
ら
に
ギ
ル
バ
ー
ト
は
リ
ウ
ィ
ウ
ス
に
関
す
る
今
一
人
の

解
説
者
で
あ
る
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ル
ヅ
チ
萬
ル
ラ
イ
の
友
人
達
が
早
く

も
一
五
〇
二
一
i
六
年
の
聞
に
、
同
様
な
諸
問
題
に
つ
い
て
論
じ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

つ
あ
っ
た
事
実
を
発
見
し
た
。
な
お
マ
リ
オ
9
ダ
ッ
デ
ィ
オ
叢
叢
δ

α
、
｝
α
臼
。
は
一
五
一
　
　
三
年
に
死
ん
だ
サ
ラ
モ
ー
二
　
鼠
．
ω
巴
町
ヨ
○
巨

の
法
律
用
語
の
な
か
に
、
マ
キ
ブ
ヴ
ェ
リ
の
思
想
の
多
く
が
隠
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
発
見
、
ま
た
プ
ロ
カ
ッ
チ
ィ
○
．
℃
円
O
o
9
・
o
島
は
、
フ

ラ
ン
ソ
ア
一
世
お
よ
び
一
五
三
四
年
の
論
説
「
貯
ω
窪
ρ
o
鉱
○
濤
。
。
嚢

一
〇
貯
搾
α
①
5
σ
Q
自
①
凄
①
」
の
匿
名
の
著
者
の
何
れ
も
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ

リ
の
「
戦
術
論
隔
》
浮
①
α
包
β
O
¢
㊦
畦
ρ
を
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
情
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

に
適
用
し
得
な
い
こ
と
は
な
い
と
、
考
え
た
事
実
を
指
摘
し
て
い
る
。

実
は
依
然
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
研
究
家
達
は
彼
の
思
想
の
発
展
を
、
デ
・

カ
プ
ラ
リ
イ
ー
ス
の
見
解
と
可
能
な
限
り
対
比
す
る
こ
と
を
看
過
し

て
は
い
る
が
、
研
究
者
達
は
マ
キ
ー
ノ
ヴ
ェ
リ
自
身
が
友
人
且
つ
最
初

の
批
評
家
で
も
あ
っ
た
グ
ィ
ッ
チ
ャ
ル
デ
ィ
…
二
と
正
に
慢
言
の
言

葉
遣
い
で
、
同
じ
諸
問
題
に
本
腰
を
入
れ
た
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

而
も
両
人
と
も
、
そ
の
提
供
し
た
解
答
問
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
十

　
　
　
　
　
　
　
⑨

分
に
意
識
し
て
い
た
。
か
く
し
て
結
局
若
干
の
人
々
が
、
マ
キ
ァ
ヴ
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エ
リ
の
後
継
者
達
の
間
に
お
け
る
↓
、
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
観
の
研
究
を
続
行

し
て
お
り
、
彼
等
は
た
と
え
ば
エ
リ
ザ
ベ
ス
時
代
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ

批
押
評
家
達
が
、
も
っ
ぱ
ら
ジ
ェ
ン
チ
レ
ッ
ト
の
昌
児
解
を
通
じ
て
マ
キ

岬
ノ
ヴ
エ
リ
を
観
察
し
た
こ
と
、
ま
た
一
八
世
紀
後
期
や
一
九
世
紀
早

期
の
イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
賛
美
君
達
は
、
彼
等
自
身

の
時
代
の
先
入
観
で
マ
キ
ァ
ヴ
エ
リ
を
解
釈
し
た
と
か
、
さ
ら
に
一

六
、
七
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
の
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
反
対
者
達
は
、
翻
訳
書

の
欠
除
が
連
想
さ
せ
る
よ
り
遙
か
に
、
ま
た
は
彼
等
が
自
認
す
る
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

上
に
マ
キ
岬
ノ
ヴ
ェ
リ
な
る
人
物
を
熟
知
し
て
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

な
お
実
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
同
僚
達
に
関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
、
事

実
彼
が
述
べ
た
こ
と
を
余
程
明
ら
か
に
し
得
る
し
、
ま
た
彼
に
対
す

る
後
世
の
非
難
者
あ
る
い
は
弁
護
者
達
に
関
す
る
研
究
に
よ
っ
て
、

同
様
に
彼
が
実
際
は
述
べ
な
か
っ
た
こ
と
を
明
瞭
に
し
得
る
で
あ
ろ

う
。
而
も
実
は
告
訴
者
達
と
擁
護
者
達
の
何
れ
も
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ

お
よ
び
彼
の
時
代
と
、
そ
れ
以
前
の
世
紀
の
人
文
主
義
と
の
関
連
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

閥
題
に
は
触
れ
な
い
ま
ま
の
実
情
で
あ
る
。

　
故
に
問
題
の
よ
り
有
利
な
処
理
法
は
、
通
常
古
典
古
代
の
再
生
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
ル
ネ
サ
ン
ス
文
化
の
特
殊
な
局
面
に
関
し
て
、

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
位
麗
づ
け
の
研
究
と
い
う
点
に
在
る
と
言
え
る
。

彼
が
古
代
の
作
晶
の
う
ち
、
少
く
と
も
若
駒
の
も
の
に
精
通
し
て
い

た
こ
と
は
何
人
も
否
定
し
な
い
が
、
幸
い
近
年
原
文
を
苦
心
し
て
比

較
対
照
し
た
結
果
、
マ
キ
鯉
，
ヴ
ェ
リ
が
何
を
何
時
読
ん
だ
か
を
よ
り

明
確
に
認
定
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
リ
ウ
ィ
ウ
ス
に
関

す
る
彼
の
知
識
一
そ
れ
は
ウ
ア
ー
カ
ー
が
「
ロ
ー
マ
史
論
」
の
な

か
の
あ
ら
ゆ
る
引
用
文
を
探
索
し
て
確
認
し
た
の
で
あ
る
が
一
は
、

彼
の
年
少
時
代
ま
で
遡
る
で
あ
ろ
う
し
、
少
く
と
も
彼
が
ヴ
ァ
ル
デ

ィ
キ
ア
ー
ナ
く
巴
象
○
闘
斜
奏
の
叛
乱
の
研
究
の
な
か
で
、
カ
ミ
ル

ル
ス
O
ρ
ヨ
臼
器
の
話
を
殆
ん
ど
逐
語
的
に
挿
入
し
た
丁
度
一
五
〇

二
年
ま
で
逆
戻
り
す
る
か
と
思
わ
れ
る
。
同
様
に
た
と
え
ば
ア
リ
ス

ト
テ
レ
ス
の
「
政
治
学
し
は
「
ロ
ー
マ
史
論
縣
の
多
く
の
章
節
の
な

か
に
反
映
し
て
お
り
、
ま
た
キ
ケ
ロ
の
「
義
務
論
」
を
妨
め
、
と
く

に
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
な
ど
は
「
ロ
ー
マ
史
論
し
の
各
所
に
見
ら
れ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

圃
警
急
一
巻
の
最
初
の
各
章
に
よ
り
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
。
な
お

マ
キ
岬
ノ
ヴ
ェ
リ
が
読
ま
な
か
っ
た
も
の
を
、
よ
り
明
確
に
立
証
す
る

こ
と
も
可
能
で
、
た
と
え
ば
今
臼
で
は
翻
訳
の
点
で
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ

に
不
利
な
、
ギ
リ
シ
ア
文
学
に
関
す
る
部
分
の
知
識
を
有
す
る
と
論

ず
る
例
の
一
九
世
紀
の
ツ
リ
ア
ソ
タ
フ
ィ
ロ
ス
8
同
昼
馨
省
げ
覧
○
ω

に
追
随
す
る
者
は
殆
ん
ど
な
い
の
が
常
識
で
あ
り
、
さ
ら
に
タ
キ
ト
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饗キフヴェリ研究史に腿する一懸嬢（柴江1）

ヴ
ス
の
示
唆
の
方
が
リ
ウ
ィ
ウ
ス
よ
り
も
、
よ
り
大
で
あ
る
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ト
ッ
フ
ァ
ニ
ソ
の
見
解
に
賛
成
す
る
人
は
一
層
稀
で
あ
る
。

　
而
も
シ
ャ
ポ
ー
が
示
し
た
よ
う
に
、
た
と
え
ば
一
方
で
ペ
ト
ラ
ル

カ
や
ポ
リ
ッ
ィ
ア
ー
ノ
の
時
代
を
、
ダ
ン
テ
や
ト
マ
．
ス
・
ア
ク
ィ

ナ
ス
の
時
代
と
区
捌
し
、
他
方
ベ
ム
ボ
頃
Φ
B
ぴ
。
や
サ
ド
レ
ッ
ト

ω
巴
。
謬
ε
の
時
代
と
も
区
鋼
す
る
の
は
、
　
古
典
文
学
に
関
す
る
知

識
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
そ
れ
の
魂
用
な
り
そ
れ
に
対
す
る
姿
勢

の
問
題
で
あ
る
。
さ
て
マ
キ
ぱ
、
ヴ
ェ
リ
が
な
ぜ
古
代
を
尊
濃
し
、
古

代
の
諸
作
晶
を
ど
の
よ
う
に
利
用
し
た
か
と
の
質
疑
に
つ
い
て
は
、

学
者
達
に
よ
っ
て
大
い
に
見
解
を
異
に
す
る
。
彼
等
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ

リ
が
諸
テ
キ
ス
ト
の
事
実
を
曲
げ
た
と
指
摘
す
る
が
、
ピ
エ
リ
ィ
や

リ
ド
ル
フ
ィ
に
よ
れ
ば
古
代
に
関
す
る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
学
識
は
、

彼
慮
身
の
時
代
の
見
解
に
着
色
づ
け
ら
れ
た
と
称
す
る
し
、
サ
ッ
ソ

は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
と
イ
タ
リ
ア
史
の
活
動
的
で
苦
難
の
経
験
に
つ
い

て
の
、
マ
キ
一
，
ヴ
ェ
リ
の
諸
観
察
が
結
局
彼
が
読
ん
だ
テ
キ
ス
ト
に

関
す
る
見
解
を
決
定
し
た
と
す
る
が
、
何
れ
も
論
拠
が
あ
り
、
何
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

か
一
つ
に
絞
る
べ
き
も
の
で
も
あ
る
ま
い
。

　
た
し
か
に
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
引
用
文
を
点
検
す
る
に
し
て
も
、
ま

た
そ
れ
等
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
か
を
研
究
す
る
に
も
、
依
然
為

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
訳
語
の

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
解
説
者
達
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
と
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ

ス
の
相
似
に
気
づ
い
て
い
る
が
、
而
も
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
は
事
実
ブ

ル
ー
二
以
来
知
ら
れ
て
い
た
「
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
史
」
を
、
マ
キ

ァ
ヴ
ェ
リ
が
か
つ
て
読
ん
だ
か
否
か
確
認
さ
れ
て
い
な
い
し
嘱
さ
ら

に
た
と
え
ば
「
ロ
ー
マ
史
論
し
第
二
巻
第
二
章
に
あ
る
コ
ル
キ
ー
ラ

騒
乱
に
つ
い
て
の
反
ト
ゥ
キ
ュ
デ
ィ
デ
ス
的
解
釈
は
、
　
「
ペ
ロ
ポ
ネ

ソ
ス
戦
争
干
し
を
誤
っ
て
解
釈
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
か
、
あ
る
い

は
彼
が
外
の
典
拠
を
用
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
も
想
像
さ
れ
る
し
、

ま
た
サ
ッ
ソ
に
従
え
ば
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
の
焼
き
な
お
し
で
あ
る
と
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

翻
し
て
お
り
、
闘
題
は
未
解
決
の
ま
ま
で
あ
る
。
而
も
当
爾
の
問
題

と
し
て
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
を
ル
ネ
サ
ン
ス
・
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に

対
す
る
叛
逆
嚢
と
し
て
よ
り
も
、
後
継
者
と
見
鼓
す
点
で
何
れ
の
論

老
の
見
解
も
一
致
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
ル
ヅ
ソ
が
示
唆
す
る
よ
う

に
、
政
治
学
の
な
か
に
古
代
の
復
活
を
要
請
す
る
点
で
マ
キ
一
，
ヴ
ェ

リ
は
、
す
で
に
美
術
や
文
学
部
門
で
適
用
さ
れ
て
い
る
創
造
的
模
倣

の
原
理
を
、
新
分
野
に
拡
げ
つ
つ
あ
っ
た
と
い
っ
で
よ
い
。
ギ
リ
シ

ア
・
ロ
ー
マ
の
古
代
人
を
批
判
的
に
取
り
扱
う
こ
と
や
、
彼
等
の
な

か
か
ら
彼
が
適
切
と
判
断
し
た
も
の
だ
け
を
取
り
上
げ
る
場
合
、
さ
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ら
に
古
代
な
り
古
代
人
を
絶
対
間
違
い
の
な
い
典
拠
と
し
て
よ
り
は

む
し
ろ
人
間
と
し
て
考
え
た
場
食
に
は
、
マ
キ
ァ
ヴ
エ
リ
は
バ
μ
ソ

も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
す
で
に
一
四
世
紀
に
近
代
人
に
味
方
し
た
ぺ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

ト
ラ
ル
カ
の
儒
奉
巻
達
と
行
を
共
に
し
た
か
に
見
え
る
。
然
し
最
終

的
な
解
答
は
、
ル
ネ
サ
ン
ス
人
文
主
義
自
体
に
つ
い
て
の
よ
り
十
分

な
定
義
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
に
は
な
お
若
干
時
日
を
要

す
る
と
思
わ
れ
る
。

　
さ
て
暫
く
マ
キ
鱒
，
ヴ
ェ
リ
素
麺
の
政
治
的
現
実
と
彼
と
の
接
触
に
、

視
点
を
集
中
し
て
み
よ
う
。
実
は
フ
エ
リ
ヅ
ク
ス
・
ギ
ル
バ
ー
ト
や

ル
ビ
ン
ス
タ
イ
ン
な
ど
の
慎
重
な
調
査
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
代
政

治
憐
勢
の
諸
局
面
一
た
と
え
ば
シ
ャ
ポ
ー
が
生
前
、
永
年
に
わ
た

っ
て
研
究
し
て
い
た
イ
タ
リ
ア
灘
四
国
の
内
政
上
の
油
単
ム
滞
的
変
貌
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

1
は
、
依
然
と
し
て
多
分
に
未
知
の
ま
ま
で
あ
る
。
然
し
政
治
思

想
の
研
究
は
カ
プ
ラ
リ
イ
ー
ス
が
一
九
四
七
年
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、

歴
史
的
背
景
に
関
す
る
知
識
の
不
足
か
ら
よ
り
は
む
し
ろ
、
個
別
的

に
取
り
扱
う
傾
向
の
た
め
に
無
理
を
生
じ
、
結
局
あ
る
一
入
の
著
作

考
の
思
想
を
主
要
概
念
I
i
恰
も
政
治
学
の
窟
律
性
と
い
う
工
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

一
に
し
て
し
ま
う
こ
と
で
、
打
撃
を
う
け
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
一
九
五
〇
年
に
シ
ャ
ポ
ー
が
概
嘆
し
た
よ
う
に
、

各
専
門
家
達
は
霞
身
の
研
究
分
野
に
執
着
し
て
、
事
件
と
時
代
思
想

の
間
の
緊
密
不
可
分
な
関
係
を
完
全
に
見
失
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果

思
想
家
達
は
マ
キ
岬
・
ヴ
ェ
リ
の
思
想
を
た
と
え
ば
一
つ
の
石
塊
の
よ

う
な
も
の
と
し
て
取
り
扱
っ
て
来
た
観
が
あ
り
、
ま
た
政
治
史
家
達

は
思
想
を
単
な
る
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
と
し
て
片
付
け
て
来
た
憾
み
が
あ

⑲
る
。　

シ
ャ
ポ
ー
や
弟
子
の
サ
ッ
ソ
が
打
ち
勝
と
う
と
し
て
研
究
し
た
の

は
、
正
に
こ
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
実
験
遺
伝
学
的
処
理
法
と
呼
ば
れ

た
も
の
で
、
両
者
の
主
張
に
よ
る
と
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
思
想
は
他

の
著
作
者
達
の
思
想
に
関
す
る
反
省
ま
た
は
反
映
と
い
う
よ
り
は
む

し
ろ
、
政
治
的
な
事
柄
に
お
け
る
彼
自
身
の
体
験
か
ら
招
来
さ
れ
、

従
っ
て
彼
の
思
想
の
研
究
は
一
五
二
二
年
の
「
野
鼠
論
」
で
始
ま
る

の
で
は
な
く
、
一
四
九
八
年
の
彼
の
最
初
の
書
翰
か
ら
始
ま
る
べ
き

で
あ
る
と
主
張
す
る
。
実
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は
当
初
、
特
殊
な
現
象

の
み
を
観
察
す
る
こ
と
に
自
己
隈
笹
を
し
て
、
諸
現
象
の
な
か
に
含

ま
れ
る
複
雑
さ
に
つ
い
て
は
余
り
意
に
せ
ず
、
ま
ず
彼
は
そ
の
史
的

環
境
の
な
か
で
一
つ
の
現
象
を
認
知
し
、
さ
ら
に
そ
の
特
殊
事
項
に

よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
歴
史
的
政
治
的
問
題
に
関
す
る
根
本
事
項
を
、

よ
り
回
金
に
理
解
す
べ
く
前
進
し
、
遂
に
政
治
学
お
よ
び
政
治
機
構
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マキァヴェリ研究史1こ開する一考察（柴肉）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
一
般
的
性
格
に
関
す
る
一
概
念
に
到
達
し
た
。
そ
の
よ
う
な
プ
ロ

セ
ス
の
最
後
の
段
階
は
種
別
の
点
で
は
な
く
、
程
度
と
い
う
点
で
最

初
の
部
分
と
異
る
に
す
ぎ
ず
、
た
と
え
ば
一
五
〇
二
年
の
「
ヴ
ァ
レ

ソ
テ
ィ
ノ
公
の
ヴ
ィ
ヅ
テ
ル
群
ヅ
ツ
ォ
・
ヴ
ィ
ツ
テ
ル
リ
、
オ
リ
ヴ

瓜
群
ッ
ト
・
ダ
・
フ
ェ
ル
モ
な
ど
殺
害
実
情
の
記
述
」
O
霧
。
ユ
N
δ
鎧
Φ

伽
Φ
一
導
O
α
○
　
峠
①
づ
彊
汁
○
α
節
｝
α
嘗
O
ρ
　
～
、
ρ
困
①
昌
賦
類
○
ご
①
同
一
、
　
ρ
潔
白
餌
N
N
ρ
触
Φ

〈
謬
㊦
岩
O
N
N
O
＜
津
①
回
拝
9
凹
く
禦
。
算
。
侮
騨
幣
興
諺
ρ
露
ρ
や
、
後
に

「
君
主
論
」
の
な
か
で
の
チ
ェ
…
ザ
レ
・
ボ
ル
ジ
ア
に
関
す
る
幾
多

の
批
判
は
、
ペ
ッ
ペ
Q
今
勺
Φ
唱
①
が
主
張
す
る
よ
う
に
、
何
等
矛
盾
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

る
こ
と
な
く
結
局
後
者
は
単
に
前
者
の
よ
り
以
上
の
発
展
で
あ
る
。

従
っ
て
「
慰
主
論
し
や
「
群
ー
マ
史
論
」
の
な
か
の
各
テ
ー
マ
は
何

れ
も
、
そ
れ
が
生
起
し
来
っ
た
出
来
事
と
不
可
分
で
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ

の
思
想
は
そ
の
起
源
由
来
の
探
究
に
よ
っ
て
の
み
、
正
し
く
理
解
さ

れ
得
よ
う
。

　
而
も
実
は
マ
キ
ー
ノ
ヴ
ェ
リ
に
関
す
る
、
こ
の
よ
う
な
問
題
提
起
は

重
要
な
修
正
と
し
て
、
結
論
の
す
べ
て
を
必
ず
し
も
認
め
な
い
愈
々

か
ら
も
、
網
当
の
賛
辞
を
得
て
い
る
。
さ
て
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
体
験

と
は
一
応
彼
が
現
に
そ
の
眼
で
見
た
と
こ
ろ
の
も
の
だ
け
で
あ
る
と

す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
サ
ヅ
ソ
が
ポ
リ
ュ
ビ
オ
ス
に

関
す
る
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
取
り
扱
い
の
研
究
の
な
か
で
、
よ
り
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
な
お
ク
ロ
ー
チ
瓢
流
の
認
識
論
の
立
揚
か
ら
は
、

サ
ッ
ソ
が
時
折
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
な
か
で
発
見
す
る
思
想
過
程
が
、

陰
も
思
想
と
行
動
の
論
理
学
な
り
歴
史
学
の
よ
う
に
響
く
の
で
あ
る

が
、
而
も
主
た
る
反
論
が
皮
肉
に
も
以
上
の
よ
う
な
研
究
態
度
そ
れ

自
体
よ
り
は
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
問
題
処
理
の
支
持
春
達
が
引
き

出
し
た
若
干
の
結
論
か
ら
生
じ
た
。
た
と
え
ば
若
干
の
批
評
家
達
は

か
つ
て
シ
ャ
ポ
ー
が
、
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
知
的
発
展
に
関
す
る
年
代

学
と
も
い
う
べ
き
も
の
を
確
証
し
た
の
に
対
し
て
、
異
議
を
挾
ん
だ
。

サ
ッ
ソ
に
従
え
ば
、
イ
タ
リ
ア
の
政
治
的
地
位
が
突
如
と
し
て
効
果

的
な
行
動
の
可
能
性
を
提
供
す
る
か
に
見
え
た
、
丁
度
そ
の
時
期
に

書
か
れ
た
「
君
主
論
し
と
「
タ
ー
マ
史
論
」
第
一
巻
の
楽
観
主
義
は
、

そ
の
後
漸
次
「
ロ
ー
マ
史
論
」
の
第
二
巻
と
三
巻
が
分
離
さ
れ
、
や

が
て
「
戦
術
論
㎏
と
「
カ
ス
ト
ル
ッ
チ
オ
伝
」
一
こ
の
両
者
は
イ

タ
リ
ア
の
政
治
が
す
で
に
機
会
を
逸
し
た
丁
度
そ
の
時
期
に
記
さ
れ

た
の
で
あ
る
が
…
の
悲
観
主
義
や
ユ
ー
ト
ピ
ア
主
義
に
譲
歩
し
た

云
々
と
主
張
す
る
が
、
リ
ド
ル
フ
ィ
は
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
の
生
涯
の
危

機
は
一
五
一
五
年
ま
た
は
一
六
年
で
は
な
く
、
一
五
二
〇
年
に
到
来

す
る
と
力
説
す
る
。
一
方
ホ
イ
ヅ
ト
フ
ィ
！
ル
ド
の
強
調
す
る
と
こ
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ろ
で
は
、
危
機
は
全
く
起
ら
な
か
っ
た
と
し
、
　
マ
キ
ァ
ヴ
ェ
リ
は

「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
史
」
の
な
か
で
も
、
よ
り
初
期
の
著
作
と
陶
様
の

調
子
で
語
る
と
論
じ
、
さ
ら
に
パ
ロ
ソ
は
前
記
ク
ロ
ノ
ロ
ジ
ー
論
は

一
五
一
九
　
　
二
〇
年
の
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
実
情
改
革
論
」
U
齢
8
話
○

。。

序
h
9
埠
誌
h
o
壇
已
鴛
①
δ
纂
ρ
富
a
男
貯
。
昌
N
①
の
明
白
な
楽
観
主
義

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
無
視
す
る
も
の
と
指
摘
し
た
。
　
な
お
実
は
後
期
の
署
作
と
く
に

「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
史
」
如
き
は
、
綿
密
な
分
析
の
度
合
い
を
示
し
得

る
も
の
で
、
こ
の
点
で
は
シ
ャ
ポ
ー
や
サ
ッ
ソ
は
よ
り
早
期
の
遺
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

作
の
み
に
追
従
し
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　
　
①
二
の
注
④
参
照
。

　
　
②
聞
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。
ぎ
①
韓
ρ
員
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お
窃
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や
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マキァヴ＝り研究史に関する一考察（柴山）
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foy　their　self－protection　against　the　political　disaster　rather　than　that

of　simple　seclusion．

　　Chiing－t‘an　was　originally　a　leisured　argument　which　had　developed　in

the　Shih－tai－fu’s土大夫family　Iife　since　the　latter　yea士s　of　Hou－han後

｝ft．，　which　infiuenced　the　publlc　oplnioR　by　combining　often　with　the

fashion　of　personal　criticism　and　formed　some　social　power，　that　is，　the

so－called“Fu－hua”「浮華」：on　the　contrary，　C薦㎎一’‘an　after　Chu－lin一．

ch‘ing－t‘an　had　lncreased　a　characeer　of　discus＄ion　omitting　political

affairs　for　the　politlcal　refuge．　Chec－lin－ch‘i”g－tfan　was　a　prototype　of

Ch‘ing－t‘an　omitting　polltical　affairs，　and　it　contained　also　various　aspects

of　the　Shih－tai－fa’s　life　ln　the　transition　period．

A　Study　of　Researching　History　of　Machiavelli

by

Eilchi　Sibayama

　　We　cannot　refrain　from　recognizing　tha乞the　distance　of　the　way宅o

the　study　of　Machiavell量is　far　greater　and　remains　a　sort　of　puzzle　and

we　are　anxious　to　accelerate　gradually　a　rlch　synthesis　hereaf宅er　as　a

basiS　of　serious　stud．ies　　　each　is　the　great　problem　for　the　research

of　Machiavelli　from　all　．angles　especia！ly　for　about　20　years　of　late．

　　Recen晦anew　tendency　to　grasp　Machiavelli　from　the　standpoint　of

social　and　economic　history　like　Gramsci　is　cons量dered　as　an　epoch．

making　one　in　a　certo圭n　meaning　of　the　studY　of　Machiave玉li．　On　the

other　hand．，圭ts　present　active　stud量es　and　reexaminations　from　the　stand－

Points　of　idea，　culture，　philosophy，　histor童ans’　history，　lkerature，　phi玉。一

品ogy，　eth圭cs　and　so　on　look　like　the　gr農nd’entrance　of　so－called　cross－

examiners　on　Machiavelli’s　research　lust　as　the　idealistic　d量spute　of

Renaissance．

　　On　the　present　standpoint　of　this　Machiavell量’s　researching　circle　we

are　to　study　by　ourselves　and　critically　his　po韮itical　idea　w圭th　our
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　も
comparison　and　cr圭ticism　of　each　student　during　the　past　20　years，、

add｝ng　our　future　outlook　to　do　ou！”poor　bes℃・

（629）


